
斥

非

一
巻

太

宰

純

著

太

宰

純
、字

は

徳

夫
、春

臺

と

號

す
、又

た

紫

芝

園

と

號

す
、通

稱

彌

右

衞

門
、信

野

飯

田

の
人
、本

姓

は
平

手
、租
、言

親
、加

賀

侯

の

大

夫

横

山

氏

に

仕

ふ
、父
、言

辰

出

で

ゝ

姻

族

太

宰

謙

翁

の

嗣

と

な

る
、因

て

太

宰

氏

を

冒

す
、謙

翁

は

飯

田

侯

の

臣

な
り

、春
臺

初

め

程

朱

の

學

を

修

む
、徂

來

を

見

る

に

及

ん

で
、大

に

悦

び
、其

の

舊

學

を

棄

て

ゝ
古

學

を

講

ぜ

り
、然

れ

ど

晩

年

甚

だ

徂

來

に

満

た

ざ

る

所

あ
り

、詩

文

に

至
り

て

は
、痛

く

李

王

を
斥
く
、「文

論
」「詩

論
」を

著

は

し

て

縱

横

に

之

を

論

ぜ
り

、延

享

四

年

歿

す
、年

六

十

八
。

此

書

は

我

邦

の

學

者

の

文

字

の

使

用

を

誤
り

、姓

名

字

號

官

職

等

の
書

式

の

差

へ
る

も

の

を

擧

げ

て

之

を

指

摘

せ
り

、此

書

版

本

二

種

あ
り

、江

戸

刻

本

と

浪

華

刻

本

と

こ

れ

な
り

、今

此

に

掲

げ
た

る

は
、江

戸

本

な
り

、浪

華

本
は

原
尚

賢

の

序

に

謂

ふ

所

の

盜

刻

の
本

な
り

、浪

華

本

に

は
林

義

卿

の
序

あ
り

、(今
特

に

原

氏

の

序

の

次

に

之

を

掲

ぐ
)こ

の

本

は

世

に

傳

は



る

も

の
甚

だ

稀

な
り

、今

二

本

を

對

比

す

る

に
、毎

章

の
順

序

は

同

じ

き

も
、字

句

の
異

同

甚

だ

多

し
、思

ふ

に

浪

華

本

は

そ

の

初

稿

に

據
り

て

上

梓

せ

し

も

の

に

て
、江

戸

本

は

他

日

の

定

本

に

據
り

し

も

の
な

ら

ん
、浪

華

本

は

斥

非

編

と

署

せ
り

、其

の
名

稱

も

亦

同

じ

か

ら

ず
.

浪

華

本

は

延
享

元

年

八

月

に

菅

生

堂

河

内

屋

宗

兵

衞

の

上

梓

す

る

所

に

し

て
、江

戸

本

に

先

だ

つ

こ

と

凡

そ

一
年

な

り
、江

戸

本

に

は

附

録

と

し

て

春

臺

の
「孟

子

論

上

下
」「封
建
論
」「朱

子

小

學
論
」、
「内
外

教

辯
」
「
讀仁

齋

論

語

古
義
」「讀

仁

齋

易

經

古

義
」「病
餘

間

語
」「對
客

論

文
」の

九

篇

を

載

せ

た

り
、詩

學

と

交

渉

な

き

を

以

て
、今

之

を

省

け
り
。(延

享

二

年

六

月

新

刻
、明

和

四

年

五

月

再

刻

江

戸

書

肆

文

英

閣

青

竹

樓
)



O
り瑚

ム
　
　
　
　
チ

刻

二斥

非

一序

　

　

　

シ
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
コノ
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　ト
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
　
　
　
　
　
　
ヂ
　
　
　
　
レ
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
セ

　

　

ニ

夫

是

非

無

定

體

天

之

是

而

我

以

爲

v非

、我

之

是

而

人

以

爲

レ
非

、
是

非

之

爭

、

　

ト

チ

カ

ク

セ
ン

チ

ル
ニ

ラ

　
　

ニ

グ

ノ

　
　

モ

ハヘ

ノ

　ソ

雖

レ歴

午

載

↓孰

能

辨

v之

、予

開

諸

春

臺

先

生

一日

、今

之

學

者

、苟

學

孔

子

之

道

↓

　

　

　

　

ゆ
ノ
　
　
　
　チ
　
　ス
　
ト
　
　ル
　
　
　
　ラ
　
　
　
　モ
　
ハ
ヘ
　
　
　
ニ
　
　
　
　ニ
　
デ
　
　
　
　チ
　
　
　
　ト
　
　
　
ス
ル
ノ

　

ニ　
　
テ

則

當
下以

孔

子

之

言

爲

斷

、爲
二文

辭

者
、苟

傚

華

人

↓則

當
下以
二華

人

爲

"法
、此

辨

ニ

　

ラ

　

　

　
ト

　

　

　

　
テ

ノ

　

　

ノ

チ

フ

　

　
ル
ニ

ノ

テ

チ

　

　

デ

是

非

之

公

案

也

.蓋

先

生

嘗

觀

世

之

學

者

所

"行

、不

v忍

レ見

其

非

因

一

二

斥

レ

チ

デ

ス

　

　
　

ニ

ニ

ス

チ

ニ

テ
ス

　
　

チ

　
　

ノ

モ

　

　
　

シ

ル

　

　

　
　

ニ

ケ
テ

フ

之

以

示
二小

子

輩

↓遂

筆
レ之
積

以
二日

月
↓而

其

事

亦

彌

多
、至

三

十

餘

條
↓名

日
噛噛

　

ト
　

　

　

　

　
ス
ル
ニ

ニ
　

　

　

　

　

　

ロ

ノ
　

　

ま
　
ノ
　

　

ラ

　

　

ス
　
チ

　

　

　

　

　

　

　
ニ

斥

非
↓未
レ及

梓

行
蒔

我

二

三

兄

弟

者
、人

寫
二
一
杢

而

藏
レ之

、ニ
ニ十

年

于

茲

矣

、

ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ニ
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ
　
　
テ
　
　
　
　
ル
コ
チ
　
チ
　
　
ニ
　
　

コ
　

ハ
ル
　
　
　
　
　
　
　
ニ

逍
畿乎

流

傳

漸

廣
↓外

人

亦

稍

稍

得
閾

而

具

之
、遂

大

行
晶于

四

方
頃

歳

人

自
一

　

　

ル

　

　

　
　

ク

ノ

　
　

チ

チ

テ

ト

　
　

ト

フ

關

西
來

者

皆

言
、斥

非

流

傳

甚

廣
、京

師

儒

生

皆

得
γ之

以

爲
稚

中

之

郵

云
、

　

　

チ

チ

　
レ

　

　ノ

　

　

　

　
　
ノ

　

　
ラ

デ

ソ
つ
チ

ノ

チ

テ

　
チ

　
ノ

ニ

ク

シ
ト

　

　カ

ノ

先

生

聞

γ之

、恐

丁狡

猾

賈

人

、盜

鵡刻

誤

本

一以

牟

中其

利

b因

謂

一其

徒

一日

、
不

γ如

昌吾

刊

v

チ
　
デ
　
レ
コ

ノ
　

　

チ
　

コ
　
ム
　

　

　

　

　

ト
　
チ
ソ
　

　

　

ヲ
　

ロ
　

ノ
　

　

チ
　

　

　

　

お
　

テ

之

以

止

顧其

誤

傳

↓遂

使

下稻

垣

長

章

與

碕

賢

謀

中繍

梓

之

事

炉繕

寫

裁

卒

丶
而

未

V

　

　

ス
ル
ニ
　
ク
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　メ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ク
テ
　
テ
　
　メ
　
　
テ
　
　
　
　
レ
ハ
　
チ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
イ
フ

及

校

正

↓聞

浪

華

賈

人

果

盜

刻

而

鬻

ア之

.索

得

而

視

v之

長

門

林

義

卿

周

助

　

　

斥
非

序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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羅

　

　

白
本
詩
話
叢
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　

ル

カ

ラ

　

ユ

　

ヨ

ヂ

　
　

ノ

　
　

ノ

チ

ノ

　

チ

者

爲

H乏

序

↓義

卿

前

在

浪

華

竊
…狙

來

先

生

譯

文

筌

蹄

題

言

↓構

造

國

字

牘

「

テ

ィ

チ

チ

ク

　
　

チ

テ

　
　

チ

テ

フ

ト

チ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

以

誣
"先

賢

以

欺
二海

内

之

入
但

識
二周

南

先

生
而

謬

言
レ受
業

於

其

門

詐

僞

ヘ

　
　

ニ

ノ

ノ

ニ

　

ス

カ

ジ

ノ

　

ク

ニ

ン

ラ

ト

大

矣
、今

又

妄

序
盜

刻

斥

非
ハ而

葺
如

我

先

生
明其

狡

猾

過
賈

人
↓謂
乏

何
一哉
、

テ

ニ

　

　

ノ

　

　

ノ

ヒ

ニ

ノ

ノ

お

　

セ
シ
ム

と

　
　

ノ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

於
v是

我

二

人

者

罷

勉

從
レ事
、趣

命
レ工

繍

梓
、及

先

生

他

雜

文

九

篇

、吾

曹

嘗

テ

　

　
　
ス

　

チ

　

　

　
ニ

　

　

　
テ

　

　

　
ノ

　

　
　
ェ

　

テ

　
ス

　

　

　
コ
　

　
　
ス
ト

　

　
　
ノ

　

　

　

　

デ

　
　
ニ

　
ソ
コ
ヲ

テ

受

而

藏

乏

篋

笥

↓今

請

附

録

於

後

↓以

示
一一同

志
(庶
闘幾

好

古

之

士
、因
レ之

有
鉱以

ク
つ
　
　
　
　

チ
　

プ
コ
　
　
リ

釋
疑

網
一云

爾
。

延

享

乙
丑
夏

四
月

辛

酉
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
"

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
東

都

　

　
原
　

徇

賢

序



3

斥

非

編

常

(浪
華
刻

本

の
序
)

　

ハ

　

　

　

　

　
ヲ

ル

ヲ

チ

　

あ

　

　

ヲ
お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
ラ
ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ル

操

觚

華

之

業

也
、不
レ可
レ不
レ取
弐

於

彼

也
、豈

徒

古

也

哉
、因

之

又

因
、所
損

釜

　

キ

ル

　

ト
ス
ル
モ

チ

　
　

ル

ニ

　
　

シ

レ

ハ

　
　

ニ
ノ

　

ナ
ラ
ソ

　

　

　

　

ハ

ヨ
リ

　

テ

可
レ知

也

、必
レ古

亦

非

禮

耳
、若

夫

辭

則

華

而

古

乎
、辭

之

古

今
、固

不
下以

禮

也

　

　

　

チ
　

セ
　

　
チ
　
　
ル
　

ハ
　

ス
ル
　

　

ニ
　

ヅ
　

　

　

ニ
　

　
ま
　

ハ
　

　

　
が
　

　

　

　

　

　

　

ト
　

　

　
セ
　

　
ラ
　

　

　

ス

非

禮

也

論

う
之
、不
レ能
レ脩

者

當
レ恥

矣
、故

惟

式

雖

我

古

文

者

流

嚇不
v必
舌

也
、必
`

　

　

ニ

　
　

ノ

ノ

ナ
ル

ニ

ニ
ノ

チ

　
　

ニ

　
　

ニ
ス

チ

　
　

ニ

レ
だ

リ
テ

　
　

テ

ご
ス
ル

ナ
ラ
ン

　

ト

ハ

華

人

焉

、而

世

於

v式
、嚴

乏

國

文
↓而

寛

之̀

華

文
哨然

有
v意

以

寛

者

哉
、式

與
レ非
v

　

ニ

ョ
リ

ダ

チ

ラ

　

　
タ

チ

　ラ

　

　

　
ノ

　

　

　
　ゆ

　

　

　

　
　メ

　

　ス
ル
チ

　

　
ま

　
ノ

ス
ゆ

式

素

禾

乏

知

一也

、未

乏

知

↓太

宰

氏

所

菖
以

有

二斥

非

也

、而

其

斥

レ非

也

、但

其

斥

　

チ
　
　
　
　
ス　
　チ
　
　
　
　
　シ

レ
非

哉

、
示

v式

者

多

矣

。

延

享

改

元

春

三

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

林

　

　
義

卿

題

燭

斥

非

編

序

一



3餅

斥

非

春

臺

先

生

著

凡

文

字

前

後

署
昌姓

名
一者
、上

無
v所
γ書

帥

巳
、有
v所
v

　

書
、必

書
昌郷

里
嚇如

有
ソ官

者
、先

書
v官
、次

書
昌郷

里
嚇

　

若

書
v號
、則

書
昌於

郷

里

之

下
嚇倭

儒

乃

有
7但

書
レ

　

號

不
v書

鄭

里
一者
仙非
レ式

也
、華

人

弗
v爲

也
。

凡

姓

名

之

上

書
昌郷

里

者
必

書
昌其

大

名
嚇不
v書
昌閭

　

里

小

名
嚇如
菖朱

仲

晦

徽

州

婆

源

縣

人
、而

書
昌新

　

安
「新

安

是

其

地

之

本

名
、世

人

所
証
ハ
知
一也
。

凡

署
昌姓

名
'者
、若

書
昌郷

里

於

其

上
門但

書
二某

處

某

　

甲
齢而

已
、或

有
下著
入

字
百

甲某

處

人

某

甲
=華

人

　

如
レ此
、倭

儒

乃

有
ツ著
"産

字

住

字
盲

8某

處

産

某

　

　

　

斥

非

　
　
　
稻

垣

長

章

穉

明

門

人

　

　

　

　

　

　

　
同

狡

　
　
　
原
　
徇

賢

子

才

　

凡
そ
文
字
の
前
後
に
姓
名
を
署

す

る

に

は
.上
に
書
す
る
所
無

　

　

け
れ
ば
帥
ち
己
む
、書
す
る
所
有
れ
ば
、必
す
郷
里
を

書

す
、如

　

　

し
官
有
る
者
は
.先
づ
官
を
書
し
、次
に
郷
里
を
書

す
、若
し
號

　

　

を
書
す
れ
ば
、則
ち
郷
里
の
下

に
書

す
、倭
儒
乃
ち
但
だ
號
を

　

　

書
し
て
、郷
里
を
書
せ
ざ
る
者
有
り
、式
に
非
ざ
る

な

り
、華
人

　

　

は
爲
さ
ど
る
な
り
。

　

凡
そ
姓
名
の
上
に
郷
里
を
書

す

る

に

は
、必
す
其
の
大
名
を
書

　

　

す
、闘
里
の
小
名
を
書
せ
す
、朱
仲

晦

は
、徽
州
娶
源
縣
の
人
に

　

　

し
て
.而
し
て
新
安
と
書
す
る
が

如

し
、新
安
は
是
れ
其
の
地

　

、
の
本
名
、世
人
の
共
に
知
る
所
な
り
。

　

凡
そ
姓
名
を
署
す
る
者
、若

し

郷

里
を
其
の
上
に
書
す
る
は
、但

　

　

だ
某
處
某
甲
と
書
す
る
の
み
、或
は
人
の
字
を
著
け
て
某
處
の

　

　

人
某
甲
と
日

ふ
あ

り
、華
人
は
此
の
如
し
、倭
儒
は
乃
ち
産
の

　

　

字
住
の
字
を
著
け
て
、某
處
の
産
某
甲

と

日

ひ
、某
處
の
住
某

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

融
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甲
百
栞

處
華

風
皆
非
法

也
、孟
子

云
陳

良

楚

産

坦

彗

ロ・其

人

生
昌於

楚
茸

、非
薯

昌姓

名
乏

　

　

せ
む

欝
嚇

名

無
稱

・宇

也
、呼
・人

者
、唯

父

名
v子
、若

君

於
γ臣
・

有
・名
・之
、有
・不
・名
、師

於
脇弟

子
赤

然

幄

古

之

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

甲
と
日
ふ
あ
り
、皆
非
法
な
り
、季

に
、陳
良
は
楚
の
産
奢

鍛

鞭

毅

舞

餐

ゝ
:

を
昔、ふ
の
毳

凡
そ
斈

渓

に
與
へ
人
に
示
し
、及
び
馨

な
ど
人
の
爲
に

勵難

蘿
籍
驢
餮
馨

齣

名
の
上
に
饕

孝

る
も
亦
可
な
り
、倭
人
は
乃
ち
但
だ
攀

麓

鱗

名
を
書
せ
ざ
る
者
あ
り
、非
禮

な
り
、華
人
は
爲
さ

凡
そ
人
、携

り
字
あ
り
、名
は
自
龕

す

る
鏨

は
人
。
撃

る
所
な
り
名
は
父
の
命
す
る
所
な
り
、故
に
自
ら
之
れ
講

す
,字
は
人
の
與
ふ
る
所
、徳
衾

す
る
蟹

な
り
疲

に
人
之

譱
霧

雛
警

賑
籍

驃
"期

慣

馨

の
賤
者
に
於
け
る
.師
の
弟
子
に
於
け
る
と
雖
へ

と
も

皆
名
蠡

す
、字
蠡

す

る
こ
と
無
き

な

り
天

を
呼
ぶ

に
は
、唯
だ
父
は
子
に
名
い
ふ
、若
し
君

の
臣
に
於

け

る
は
乏

に
名
い
ふ
あ
り
、名
い
は
ざ
る
あ
り
、師

の
弟

子

に
於
け
る
も

亦
然
の
、讐

古
の
師
綴

な
り
、其
の
孝

に
名
い
ふ
・摯



一
魏

嚴
、名
二其

弟

子
噌如
畠孔

子

之

於
昌七

十

子
↓可
γ見

矣
、

後

世

師

道

不
ゾ嚴
、不
戛敢

名
篤弟

子
嚇他

如
・奪

長

,於
・

卑

幼

∩貴

者

於
舮賤

者
=亦

不
昌敢

輕

名
7之
、必

度
・其

韈
　

不

恭
n倭

儒

往

往

有
昌此

過

華

人

無
・之
、如

非
・興
・

　

人

者
、不
昌必

然
一也
。

　
　
　
　
　
斥

非

の
七
十
子
に
於
け
る
が
如
き
、見

る
べ

し
、後
世
師
道
嚴
な
ら

す
、敢
て
弟
子
に
名

い
は
す
.他
の
奪
長
の
卑
幼
に
於
け
る
,貴

者
の
賤
者
に
於
け
る
が
如
き
も
、亦
敢

て
輕
し
く
之
れ
に
名

い

は
す
■必
す
其

の
高
下
を
度

り

て
、寧
ろ
恭
に
過
ぐ
る
も
、倨
に

失
す
る
勿
れ
首
疋
れ
を
有
禮
と

謂

ふ
、夫
れ
稱
呼
は
、禮
の
大
節

な
り
、敬
慢
係
れ
り
、故
に
君
子
之
れ
を

愼

」む
、倭
儒
乃
ち
之
れ

々
忽
に
す
、言
語
書
札
.往

々
稱
呼
を
誤
ゐ
,常
に
末
學
書
生
の

書
札
を
作
り
、及
び
人
に
詩
若
く
は
文
を

膾

る

に
.或
は
與
ふ

る
所
の
名
を
題
し
、或
は
自
ら
其
の
字

を

書
サ

る
寛

る
、皆

失
禮
た
り
、華
人
は
爲
さ
ざ
る
な
り
。

凡
そ
印
章
を
搨
す
る
に
、書
札
及
び
詩
文
を
人
に
囎
る
に
は
.皆
當

に
名
を
印
す
べ
し
、若
し
二
印
あ

る

者

は
.其
の

一
は
必
す
.疋

れ
名
其

の
二
は
則
ち
字
號

古
語
、或
は
諸
般
の
印
、皆
可
な
り
、

但
だ
字
號
の
み
を
印
し
而
し
て
名

を
竪

ざ
る
は
、是
れ
不
恭

　

た
り
、倭
儒
往
々
に
此
の
過
あ
り
.華
人
に
は
之
れ
無

し
、如
し

　

人
に
與
ふ
る
に
非
ざ
ろ
者
は
.必
す

し
も
然
ら
ざ
る
な
り
。

三
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日
本

詩
話

叢

書

華

人

自
レ唐

以

前

無
v號
、唐

人

相

呼

以
昌行

次
茹

一一王

　

大
.王

二
.沈

三
.況

四
・張

五

之

類
h詩

題

亦

多

稱
γ

　

此
、有
レ號

者
、如
℃白

樂

天

號
昌香

山
・居

士
h盧

同

號
申

韆
號
、皆

無

昌不

可
一也
、其

地

名

或

偶

與
昌中

國
輔同

者
、

非
B其

人

所
齢自

命
h則

亦

無
レ可
v譏

也
、唯

近

時

人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

華
人
、唐
よ
り
以
前
は
號
無
し
。唐

人

相

呼
ぶ
に
行
次
を
以
て
す
、

　
王
大
.王
二
.況
三
・沈
四
・張
五
の
類

の
如
し
、詩
題
に
も
亦
多
く

此
れ
を
稱
す
、號
あ
る
者
,は
、白
樂
天
は
香
山
居
士
と
號
し
、慮

　
仝
は
玉
川
子
と
稱
す
る
が
如
き
、蹊
々
數
ふ
べ

し
、宋
以
後
・人

多
く
號
を
坦
て
相
呼
ぶ
、濂
溪
伊

川
・横
棄
・砦
陽
東

莱
の
類
の

如
き
、皆
其
居
る
所
の
地
名
を
以
て
號

・と
爲

す
、此
れ
皆
他
人

　
の
號
す
る
所

に
し
て
、當
人
の

自
ら

號
す
る
に

非
ざ
る
な
り
、

叉
、居
室
の
號
あ
り
、致
堂
・南
軒
・晦
菴
・止
齋
・潛
室
・東
窓
・草
鏖
・

定
宇
.菊
莊
の
類
の
如
し
、此

れ
皆
其
の
人
の
自
ら

號
す
る
な

り
、此
の
風
世
に
行
れ

て

よ

り
.而
し
て
人
復
た
行
次
を
稱
せ

す
、元
明
二
代
を
歴
て
.今
に

到

る
ま
で
獪
然
り
、倭
儒
も
亦
多

く
居
室
の
號
を
以
て
號
と
爲
す
.闇
齋
・仁
齋
・順
菴
・損
軒

の
如

き
.是
れ
な
り
、他
域
は
居
る
所
の
地
名
を
以
て
號

と
爲
し
、或

は
飆
宗
の
郷
貰
を
以
て
號

と
爲

す
、皆
不
可
な
る
こ
と
無
し
。

其
の
地
名
或
は
偶
、
中
國
と
同
じ
き
者
に
し
て
、其
の
人
の
自

ら
命
す
る
所
に
非
ざ
れ
ば
、則
ち
亦
譏

る
べ

き

無

し
.唯
だ
近

時
の
人
、中
國
の
地
名
に
し
て
、此

の

方

の
無
き
所
の
者
を
以

て
號
と
爲
…す
者
あ
り
、是
れ
何
の

所

謂

ぞ
、吾
未
だ
解
せ
ざ
る

所
な
り
、又
、曲
藝
を
業
と
す
る
者
の
號

の
如
き

は
、鄙
俚
無
義
、

道
ふ
に
足
ら
ざ
る
の
み
。
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有
.以
昌中

國

地

名
、此

方

所

レ無

者
噸爲
v號

者
"是

何

　

　

所
,
謂
、吾

所

γ未
γ解

也
、叉

如
噌業
葺曲

藝
㌦者

之

號
勧鄙

　

俚
無
羮
丕
選

弓

割

此

方

人

大

抵
皆

複

姓
、罪

有
輩

字

者

則
百

竺

　一　
二

耳
、至
レ有
下蓮
昌三

字

四

字
一者
峭乃

夷

狄

之

俗

也
、

今

之

操

觚

者

流
、稱
v人

膚

稱
、醜
二其

複

姓
嚇不
レ拘
昌

上

下
「摘
昌其

一
字
一以

爲

v稱
、是

學
雌中

國
"而

私

擬
昌

其

風

俗
h則

其

意

固

不
v惡

也
、然

此

事

於
昌文

詞

中
一爲
γ之
、獪

可
、如

題
昌姓

名
噛而

單

其

複

姓
則

相

亂

者

甚

多
、當

時

伺

不
v可
レ的
昌知

其

人
門況

數

十

百

年

之

後

乎
、如
7是

足
昌以

惑
7人
、尤

非
v所
下以

爲

昌

實

録
哨而

示
甲後

人
鵡也
、夫

名

與
γ字

者
、人

之

所
v獨

也
、宜
ゾ擇

旨佳

者
h姓

氏

者
、宗

族

所
γ同

也
、不
v可
昌得

而

改
也

、雖

中

國

複

姓
触如
昌百

里
・端

木
右

作
・新

　

　

斥

非

ー
ダ
ダ

けヤ
f
寺

- ノ

ノ

此
の
方
の
入
は
隔大
抵
皆
複
姓
な
り
、單

字

の

者
あ
り
と
雖

へ
ど

も
、則
ち
百
中
の

一
二
の
み
、三
字

四

字

を

連

ぬ
る
者
あ
る

に
至
り
て
は
.乃
ち
夷
狄
の
俗

な

り
、今

の
操
觚
者
流
、人
を
稱

す
る
に
も
自
ら
稱
す
る
に
も
、其
の
複

姓
を
醜

と

し

て
、上
下

　
に
拘
ら
す
、其
の

一
字
を
摘
し
て
以
て
稱

と
爲

す
、是
れ
中
國

を
學
び
て
而
し
て
私
に
其
の
風
俗
に
擬
琴

る
は
、帥
ち
其
の
意

固
よ
り
惡
か
ら
す
、然
れ
ど
も
、此

の

事
、文
詞
中
に
於
て
之
れ

を
爲
す
は
獪
可
な
り
.如
し
姓
名
を
題
し
.而
し
て
其
の
複
姓
を

單
に
す
れ
ば
、則
ち
相
亂
る
者
甚
お

多

し
.當
時
す
ら
倚
其
の

人
を
的
知
す
べ
か
ら
す
、況

ん

や
數

十
百
年
の
後
を
や
.是
の

如
き
は
、以
て
人
を
惑
す
に

足

れ

り
、尤
も
實
録
と
爲
し
而
し

　
て
後
人
に
示
す
所
以
に
非
ざ

る
な

り
。夫
れ
名
と
字
と
は
、人

　
の
獨
り
す
る
所
な
り
、宜
し
く
佳
な
る
者
を
擇

ぶ

べ

し
、姓
氏

は
、宗
族
の
同
う
す
る

所

な

り
、得
て
而
し
て
改
む
べ
か
ら
ざ

　
る
な
り
、中
國
の
複
姓
と
雖

へ
ど

も
.百
里
・端
木
・石
作
・新
垣
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
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日

本

詩

話

叢

書

垣
.高

堂

.東

方
・赤

草

・諸

葛

・古

野
h何

異
=於

我

複

聾

也
、漢

魏

以

來
、有
下夷

人

進
昌於

中

國
著

踊獪

不
亀

敢

改
昌其

本

姓
h如
昌鮮

幽于
・斛

律
・斛

斯

・賀

蘭

・賀

若
・

宇

文
.耶

律

之

類

h可
・見

矣

、今

我

複

姓

雖
v可
v厭
、

而

係
昌乎

國

俗
h傳
レ自
昌頑

宗
h則

吾

末
昌如
v之

何
h當

下

因
昌其

索

所
7稱

爲

ウ直
、先

儒

有

一山

崎

闇

齋

・伊

藤

仁

齋

二

先

生
h皆

書
二複

姓
h其

徒

亦

如
γ之
、予

初

未
v知
嵩其

是

h且

傚
"世

之

操

觚

者

流
h時

單
昌人

之

複

姓
h近

日

乃

覺

・其

非
h逾

左
諞祖

夫

二

先

生

一云
、

叉

按

人

有
v姓

有
v氏

、姓

者
、統
昌租

宗

之

所
二自

出
輔

者

也
、氏

郎

族

也
、族

者
、別
菖子

孫

之

所
昌由

分
一者

也
、天

子

諸

侯
、言
ソ姓

不
v言
レ族
、其

下

必

有
昌氏

族
h

則

稱
・其

族
h古

之

道

也
、雖

我

日

本

人
h亦

皆

有
畠

姓

族
h既

立
・之

族

h則

當

ぴ稱
昌其

族
h稱
レ族

者

、所
寓以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

高
堂
.東
方
.赤
草

諸
葛
古

野

の

如

き
、何
ぞ
我
が
複
姓
に
異

な
ら
ん
、漢
魏
以
來
、夷
人
に
し
て
中
國
に
進
む
者

あ

り
、獪
敢

て
其
の
本
姓
を
改

め
す
、鮮
于
・斛
律
斛

斯
・賀
蘭
賀
若
孛

文
・

耶
律
の
類
の
如
き
、見
る
べ
し
.今

我

が
複
姓
黶

べ
し
と
雖

へ
ど
も
、而
か
も
國
俗
に
係
り

狙

宗

よ
り
傳
ふ
れ
ば
.則
ち
吾

之
れ
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
な
し
、當
に
其
の
素
と
稱
す
る
所

に
因
る
を
直
と
爲
す
べ
し
、先

儒

に
、山
崎
闇
齋
・伊
藤
仁
齋
二

先
生
あ
り
.皆
複
姓
を
書
す
、其
の
徒
も
亦
之
く
の
如

し
.予
初

め
未
だ
其
の
是
な
る

を

知

ら

す
、且
く
世
の
操
觚
者
流

に
傚

ひ
て
、時
に
人
の
複
姓
を
單

に

す
、近

日
乃
ち
其
の
非
を
覺

る
.

　逐
に
夫
の
二
先
生

に
左
袒
す
る
と

云

ふ
、叉
按
す
る
に
.人
に

姓
あ
り
氏
あ

り
、姓

と

は
、覗
宗
の
自
り
て
出
つ
る
所
を
統
ぶ

る
者
な
り
、氏
と
は
帥
ち
族

な

り
、族

と
は
、子
孫
の
由
り
て
分

る
ゝ
所
を
別
つ
者
な
り
、天
子

諸

侯

は
、姓
を
言
ひ
て
族
を
言

は
す
,其
の
下
は
必
す
氏
族
あ

れ

ば
,則

ち
其
の
族
を
稱
す
、古

の
道
な
り
、我

が
日
本
人
と
雖

へ
ど
も
、亦
皆
姓
族
あ

り
、既
に

之
れ
が
族
を
立

つ
れ
ば
.則

ち

當

に
其

の
族
を
稱
す
べ
し
族

を
稱
す
る
は
、其

の
人

を
的
知
す
る
所
以
な
り
.今
人
乃
ち
族

を
舍
て
ゝ
而
し
て
姓
を
稱
す
る
者
あ
り
、姓
の
被
ら
し
む
る
所

甚
廣
し
、且
つ
常
の
行
ふ
所
に
非

ざ

れ

ば
.則
ち
徒
に
其
の
人
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的
昌知

其

人
一也
、今

人

乃

有
嵩舎
〃族

而

稱
γ姓

者
触姓

　

之

所
γ被

甚

廣
、且

非
昌常

所
7行
、則

非
昌徒

難
7知
昌其

　
人

將
矗恐

有

伺

姓

名

相

犯

煮

故

不
レ可
γ爲

也
。

凡

文

字

識
昌年

月

旦

者
、年

號

之

下

書
芦幾

年
h次

書
昌

　

干

支
h次

書
v時
、次

書
識月

日
門如
レ日
二淳

煕

四

年

丁

　

酉

冬

十

月

戊

子
嚇或

有
掌年

號

之

下
、直

書
昌干

支
h

　

不
ウ書
り幾

年
h如
ド日
二淳

煕

己

酉

春

三

月

戊

申
嚇或

　

有
7以
昌太

歳

所
v次

言
=如
下
日
昌龍

集

甲

子
h旦

歳

亥

　

閼

逢

困

敦
罰或

有
v不
v書
v時
、如
ソ日
昌淳

煕

己

酉

二

　

月

甲

子
h或

有
下以
孟

仲

季

紀
ψ月
、或

有
7書
昌日
數

　

及

朔

望

等

名
h不
か書
昌干

支
噛如
下日
孟

春

幾

旦

日
甲

　

某

月

朔

旦
拍華

人

書

法
、大

略

如
v此
、倭

儒

乃

有
覧

　

年

號

之

下

書
昌第

幾
触或

唯

書
昌數

目
h不
v書
鐺年

字
h

　
或

書
昌幾

歳

幾

暦

幾

天
「或

以
轟干

支
叩窶
「數

目

與
駆

　
　
　
　
斥

非

を
知
り
難
き
の
み
に
非
す
、將
に
恐

ら

く

は
、同
姓
名
相
犯
す

者
あ
ら
ん
と
す
、故
に
爲
す
べ
か
ら
ざ

る
な
り
、

凡
そ
文
字
に
、年
月
日
を
識
す
は
、年
號
の
下
、幾
年
と
書

し
,次
に

　
干
支
を
書
し
.次
に
時
を
書
し
.次
に
月

日
を

書

す
.淳
煕
四
年

　
丁
酉
冬
十
月
戊
子
と
日
ふ
が
如
し
、或

は
年

號

の

下
、直
ち
に

　
干
支
昂
書
し
.幾
年
と
書
せ
ざ

る
あ

り
.淳
煕
己
酉
春
三
月
戊

　
申
と
日
ふ
が
如
し
、成
は
太
歳
の
次

す

る

所
を
以
薫
言
ふ
あ

　
り
、龍
集
甲
子
と
日
ひ
、歳
次
閼
逢
困
敦

と
日
ふ
が
、㎞W
rめ
,或
は

　
時
を
書
せ
ざ
る
あ
り
、淳
煕
己
酉
二
月
甲

子
と
日

ふ
が

如
し
、

　
或
は
孟
仲
季
を
以
て
月
を
紀

す

る

あ

り
、或
は
日
、數
蓼

朔

　
望
等
の
名
を
書
し
て
、干
支
々
書
せ
ざ

る
あ

り
、孟
春
幾
日
と

　
日
ひ
.某
月
朔
旦
と
日
ふ
が
如
し
畔畢
人
の

書

法
.大
略
此
①
如

　
し
.倭
儒
乃
ち
年
號
の
下
に
.第
幾
と

書

し
、或
は
唯
だ
數
目
を

　
書
し
て
.年
の
字
を
書
せ
す
、或
は
幾
歳
幾
暦
幾
天
と
書

し
、或

　
は
干
支
を
以
て
.數
目
と
年
の
字
と
の
中
間

に
寞

き
、或
は
干

支
を
分
注
し
、或

は
十
二
律
を
以
て
月

を
紀

し
,或
は
烏
の
字

糞
の
字
を
以
て
日
の
字
に

換

へ
て
、幾
烏
幾
嚢
と
日
ふ
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

七
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日

本

詩

話

叢

書

　

年

字

一之

中

間
納或

分
墨注

干

支

ハ或

以

十̀

二

律

紀

γ

　

月
、或

以
昌烏

字

糞

字
鱒換
昌日

学
百

乃幾

烏

幾

糞
甲皆

　

非

法

也
、華

人

弗
7爲

也
。

爾

雅

日
、載
、歳

也
、夏

日
7歳

、商

日
ゲ祀
、周

日
ゲ年

、唐

虞

　

日
レ載
、繼
v周

者
、浩

而

不
v革

、歴

代

皆

日
レ年
、唐

玄

　

宗

天

寶

三

年
、改

日
v載
、肅

宗

乾

元

元

年
、復

改

　

日
レ年
、後

代

不
昌復

改
h我

日

本

亦

日
F年
、開

闢

以

　

來
、至
v今

不
v改
、世

儒

作
昌文

字
鴎者
、乃

以
v私

改
v之
、

　

或

日
v載
、或

日
v記
、尤

非
、夫

奉
昌正
一朔
崗者
、臣

民

之

　

道

也
、何

得

私̀

變
7之

哉

、如
v此

者
、特

以
γ好
y奇

、而

　

不
昌自

知
〉犯
轟國

家

典

章
}也

巳
、可
v不
レ愼

乎
。

後

生

學
v作
"隔書

札

h先

須
v學
レ屬
γ辭
、略

能

屡
γ辭
、則

當
v

　

學

昌書

札

禮
嚇書

札

非
二

端
「各

有
二其

式
嚇式

者
、禮

　

也
、屬

辭

雖
v工
、而

書

不
レ如
γ式
、簡

札

失
轟其

制
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

皆
非
法
な
り
、華
人
は
爲
さ
ざ

る
な
り
。

爾
雅
に
曰
く
.載
は
歳
な
り
、夏
に
歳
と
日
ひ
、商
に
祀
と
日

ひ
、周

　
に
年
と
日
ひ
、唐
虞
に
載
と
日
ふ
、周
に
繼

ぐ
者
、沿
ひ
て
而
し

　
て
革
め
す
、歴
代
皆
年

と

日

ふ
、唐
の
立
宗
の
天
寶
三
年
に
改

　
め
て
載
と
日
ふ
.肅
宗
の

乾

元

元
年
に
復
た
改
め
て
年
と
日

　
ふ
、後
代
復
た
改
め
す
.我
が
日
本
も
亦
年
と
日

ふ
、開
闢
以
來
.

　
今
に
至
る
ま
で
改
め
す
、世
儒
文
字
を

作

る

者
、乃
ち
私
を
以

　
て
之
れ
を
改
む
.或
は
載
と
旧
ひ
、或
は
祀
と

臼

ふ
、売
も
非
な

　
り
、夫
れ
正
朔
を
奉
す
る
は
、臣
民
の
道

な

り
、何
ぞ
私
に
之
れ

　
》
變
す
る
こ
と
を
得
ん
や
、此
の
如
き

者

は
、特
に
奇
を
好
む

　
を
以
て
,而
し
て
自
ら
國
家
の
典
章
を
犯

す
こ
と
を
知
ら
ざ
る

　
の
み
、愼
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。

後
生
、書
札
を
作
る
こ
と
を
學
ば

ん

に

は
.先
づ
須
ら
く
辭
を
騰

　
す
る
こ
と
を
學
ぶ
べ
し
、略
ぽ
能
く
辭

を

屬

せ
ば
、則
ち
當

に

　
書
札
の
禮
を
學
ぶ
べ
し
、書
札
は

一
端

に
非
す
、各
ー
其
の
式
あ

　
り
.式
と
は
禮
な
り
、屬
辭
工
キ
雖

へ
ど

も
、而
か
も
書
に
し

て
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一
　
必

有
ユ不

敬

無

禮

之

誚
「故

禮

不
・可
・不
・學

也
、近

見

少

年

輩
、纔

知
γ屡
レ辭
、便

作
書

札
「自

高
昌其

才
内

鵜
難
韈
難
饗

覊
離灘
邏

　

署

日
菖某

號

書

贈
二某

入
↓苟

贈
γ人

而

自

稱
昌某

號
嚇

　

亦

爲
呂不

恭

嚇如
v此

類
、皆

不
v知
v禮

之
'過

也
。

　
　
　
　
　
斥

非

`

式
の
如
く
な
ら
す
、簡
札
其
の
製

失

へ
ば
.則
ち
必
す
不
敬

無
禮
の
誚
り
有
ら
ん
、故
に
禮
は
、學

ば

ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
な

り
近

頃

少
年
輩

の
纔

に
辭
毳

す
る
を
知
れ
ば
、便
ち
書

札
を
作
る
を
見
る
に
、自
ら
其
の
才
を
高
し

と

し

て
、禮
を
講

す
る
を
屑
し
と
せ
す
、其
の
人
に
書

札

を
與

ふ
る
に
及
び
て

は
、惘
と
し
て
禮
を
知
ら
す
、妄
意
に
之
れ

を
作
る
、簡
札
封
筒

よ
り
、書
中
の
措
詞
稱
呼
題
名
に
至

る
ま
冒で
,多
く
式
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ナ　
ピ

な
ら
す
其

の
不
敬
無
禮
九
る
大

な

り
、鄂
令
ひ
文
辭
に
長

」

觀
る
べ
き
も
.馨

璽

れ
が
爲
に
不

満

な

り
,況
ん
や
文
辭

も
亦
未
だ
佳
な
ら
ざ
る
を
や
、是
れ
其
璽

、
t

る
.特
に

張

　
の
故
紙
の
み
,柯
ぞ
綵
覽
す
る
に
足

ら

ん

や
、此
れ
操
觚
の
士

　
の
當
に
知
る
べ
き
所
な
り
。

東
都
に

一
老
先
生
あ
り
、人
に
詩

を

鱠

る
,署
し
て
義

老
人
拜

　
書
と
日
ふ
、既
に
自
ら
某
號
老
人
と

稱

す
、曷
爲
ぞ
拜
す
る
や
.

　
拜
す
れ
ば
則
ち
宜
し
く
某
號
老
人

と
稱
す
べ
か
ら
す
、人
に
對

　
し
て
・自
ら
某
號
老
人
と
稱
す
る
は

倨

れ
り
,京
師
に

一
儒
あ

　
り
、手
つ
か
ら
古
詩
十
九
首
を
扇
に
書
し
以
て
人

に
貽

る
,著

　

し
て
・某
號
書
し
て
某
人
に
購

る
と

日

ふ
、苟

も
人
に
贈
り
て

　

自
ら
某
號
を
稱
す
る
も
、亦
不
恭
た
り
、此
く
の
如
き

の
類
.皆

　

禮
を
知
ら
ざ
る
の
過
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

九

懸
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E

本

詩

話

叢

書

螂
　

先

生

者
、父

兄

之

稱

也
。論

語

先

生

饌

是

巳
、如
・曲

　
　
　
　
禮

或

言
二先

生
嚇或

言
轟君

子
叫或

言
屮長

者
劫先

生
、謂
墨

3

父

兄
"也
、君

子
、謂
下有
欝

位
著

也̀
、長

者
、謂
弛

人

之

長

者
一也
。稱

他

人
一日
昌先

生
一者

奪
昌其

人
一而

以
昌

父

兄
一待
v之

也
、不
昌必

受
ツ業

之

師

齢也
、如
囓仲

尼

先
蹲

生

程

子
芋

貢

先
昌生

原
憲
蓋

子

先
中生

宋

輕
N是

已
、若

或

其

年

相

若
、則

兩

相

先

生
、如
下莊

周

所
v

記
、孔

子

之

與

二柳

下

季

一相

先

生

納是

已
、及
昌戰

國

之

時
一諸

侯

封

君
、呼
"游

客

處

士
㌻爲
昌先

生

者

多

矣
、不
v可
昌枚

舉

h至
レ如
下燕

昭

王

之

於
昌郭

隗
h則

以
蹣

國

君
哺而

先
二生

其

臣
嚇漢

高

帝

之

於
昌陳

卒
↓則

以
昌

天

子
一而

先
昌生

其

臣
嚇唐

高

宗

之

於
昌田

游

巖
n則

以
昌天

子
而

先
浄生

處

士
加凡

此

皆

人

主

自

屈
昌其

奪
↓而

以
昌父

兄
輪待
墨其

下
鱒也
、徇

矣

哉
、今

人

乃

於
昌

一
〇

先
生
と
は
、父
兄
の
稱
な
り
、論
語
の
先
生
饌
す
と

は
是
れ
の
み
,

　
曲
禮
に
,或
は
先
生
と
言
ひ
、或
は
君
子
と

言

ひ
,或
は
長
者
と

　
言
ふ
が
如
き
、先
生
と
は
父
兄
を
謂

ふ

な

り
、君
子
と
は
、爵
位

　
あ
る
者
を
謂
ふ
な
り
、長
者
と
は
、他

人

の
長
者
を
謂
ふ
な
り
.

　
他
人
を
稱
し
て
先
生
と
日
ふ
は
.其
の
人
を
覃
び
而
し
て
父
兄

　
を
以
て
之
を
待
つ
な
り
,必

す

し
も
、業
を
受
く
る
の
師
な
ら

　
ざ
る
な
り
、仲
尼
の
程
子
を
先

生

と

し
、子
貢
の
原
憲
を
先
生

　
と
し
、孟
子
の
宋
撞
を
先
生
と
す
る
が

如

き

是
れ
の
み
、若
し

　
或
は
其
の
年
相
若
け
ば
.則
ち
雨
つ
な
が
ら

相

先

生
と
す
.莊

　
周
の
記
す
る
所
の
、孔

子

と

柳

下
季

と
相
先
生
と
す
る
が
如

　
き
是
れ
の
み
、戰
國
の
時
に
及

び

て
語

侯
封
君
が
、游
客
處
士

　
を
呼
び
て
、先
生
と
爲
す
者
多
し
、枚
舉
す
べ
か

ら

す
、燕
の
昭

　
王
の
郭
隗
に
於
け
る
は
、則
ち
國
君
を
以
て
而
し
て
其
の
臣
を

　
先
生
と
す
、漢
の
高
帝
の
陳
李
に
於

け

る

は
、則
ち
天
子
を
以

　
て
而
し
て
其
の
臣
を
先
生
と
す
、唐
の
高
宗
の
田
游
巖
に
於
け

　
る
は
、則
ち
天
子
を
以
て
而
し
て
處
士
を
先
生
と
す
る
が
如
き

　
に
至
る
、凡
そ
此
れ
皆
人
王
自
ら
其
の
愈
を
屈
し
て
父
兄
を
以

　
て
其
の
下
を
待
つ
な
り
、樹
な

る

か

な
、今
人
乃
ち
長
者
に
於

　
て
,先
生
と
言
ふ
こ
と
難

る
、業
を
受

く
る
の
師
に
非
ざ
れ
ば
、

　
肯
て
之
れ
を
先
生
と
せ
ゆ
、亦
膚
人
に

異

な

り
、夫
れ
佛
に
天



3
'

即

　

長

者

一難
v言
昌先

生

h雰

受̀
v業

之

師

ハ弗
8肯

先

一生

之
↓

　

亦

畢

乎

古

人
岫夫

佛

有

}天

人

師

之

號
h故

稱
v僭

　

日
v師
、今

日

吾

人

呼
v僧

爲
γ師

者
、寧

皆

其

弟

子

　

哉
、亦

鐔
昌其

人
而

以
昌天

人

師
噂待
v之

耳
、今

人

乃

　

不
v恥
v師

二淨

屠
嚇而

恥
レ先
昌生

長

者
h亦

可
γ謂
"不
ノ知
ゲ

　

類

也
。

中

華

詩

人
賦

二歳

旦

著

甚

鮮
、盆

無
ゾ事

弗
v作

也
、倭

　

儒

乃

毎

歳

旦
"必

作
、無
レ事

而

作
、所
レ謂

無
v疾

呻

　

吟

也
、觀

其̀

爲
ツ言
、不
一鄙

猥
麟帥

怪

僻
、敗
v風

滅
レ雅

、

　

可
レ厭

可
v惠
、莫

庇

爲
フ甚

、狡

黙

市

人

梓
v之

以

鈎
ゾ

　

利
、寒

陋

書

生
、託
ソ之

以

衒
"名
、雖
v口
昌流

俗

之

弊
嚇

　

其

實

諸

老

先

生

之

罪

也
、好

古

君

子
、勿
レ傚

幸

　

甚
。

中

國

三

代

以

上
、建
二萬

國
噂對

諸

侯
¶秦

漢

以

降

郡
`

　
　
　
　

斥

非

人
師
の
號
あ
り
し故
に
摺
を
稱
し
て
師

と
日

ふ
レ今
日
吾
人
憎

を
呼
ぴ
て
師
と
爲
す
は
、寧
ぞ
皆
其
の
弟
子
な

ら

ん

や
、亦
其

の
人
を
奪
び
て
天
人
師
を
以
て
之
れ
を
待
つ
の
み
.今
入
乃
ち

淨
屠
を
師
と
す
る
を
恥
ぢ
す
し
て
、而
し
て
長
者
を
先
生
と
す

る
こ
と
を
恥
づ
、亦
類
を
知
ら
す
と
謂

ふ
べ
き
な
り
。

中
華
の
詩
人
、歳
旦
を
賦
す
る
者
甚

だ

鮮

し
,葢
し
事
無
け
れ
ば

　
作
ら
ざ
る
な
り
、倭
儒
は
乃
ち
歳
旦
毎
に
必

す

作

る
、事
無
く

　
し
て
作
る
は
.謂
は
ゆ
る
疾
無
く
し
て
伸
吟
す

る

な

り
.其
の

　
言
を
爲
す
を

觀
る
に
、鄙
猥
な
ら
ざ
れ
ば
、釦
ち
怪
僻
、風
を
敗

　
り
雅
を
減
す
、厭

ふ
べ
く
悪
む
べ
き
こ
と
、此
れ

よ

り
甚
し
と

　
爲
す
は
莫
し
,狡
黠

の
市
人
、之
れ
を
梓
し
以
て
利
を
鈎

す
、寒

　
陋
…の
書
生
,之
れ
に
託
し
て
以
て
名

を

衒

ふ
、流
俗
の
弊
と
日

　
ふ
と
錐
,其
の
實
は
請
老
先
生
の
冖罪

な
め
.好
古
の
君
子
、傚
ふ

　
こ
と
な
く
ん
ば
幸
甚
な
ら
ん
。

中
國
は
、三
代
以
上
は
萬
國
を
建
て
諸
侯

を
封

す
.秦
漢
以
降
は
、

=
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～
日

本

詩

話

叢

書

緜

海

内
h天

下

之

人
、不
四復

知
瓢古

者

封

建

之

制

爲
一一何

如
一也
、我

日

本

古

亦

傚
昌漢

唐

之

制

↓郡

縣

海

内
嚇輓

近

擾

亂
、豪

傑

崛

起
、蠶

食

兼

拜
、寝

以

成
γ國
、及
a祕

詛

受
v命
、混
二

海

内
h因

立
昌諸

豪

傑

歸

降

者
"爲

v侯

、又

封
凵M子

弟

功

臣
h令
〆
守
昌藩

籬
h於
v

是

始
有
諸

侯
ハ大

似
三

代

封

建

之

制
雇

其

制
、

不
ノ問
亀

之

廣

狹
h所
"食

米

萬

石

以

上

乃

稱
v侯

爲
"異

耳
、雖
v無
昌復

五

等

三

等

之

旦

面

國

有
矢

少

爵

有
奪

卑
嚇遞

謂
漏之

候
嚇獪
灘漢

言
二列

候
一然
、故

萬

石

以

上

之

君
、皆

當
レ稱
μ煥

、世

儒

乃

以
譜官

人
一

覗
v之
、及
"作
書

札

文

字
苡

藪

守

刺

史
稱

乏

、此

見
v古

而

不
レ知
v今

也
、往

時

僭

玄

光

遊
永

戸

侯

園

池
一作
v詩
、題

稱
永

戸

み箕
是

爲
レ得
醤稱

呼

之

正
嚇

儒

者

乃

不
ゾ然
、何

哉
、亦

不
善

學

之

過

也
。

ご

一

海
内
を
郡
縣
に

す
.天

下

の
人
。復
た
古
封
建
の
制
の
何
如
た

古
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、我
か
日
本

も

亦
漢
唐
の
制
に
傚
ひ
.

海
内
を
郡
縣
に
す
、輓
近
擾
亂
,豪
傑
崛
起

し
、蠶
食
兼
井
し
、寝

く
以
て
國
を
成
す
、紳
祗
、命
を
受

け

て
、海
内
を
混

一
す
る
に

及
び
て
、因
り

て
諸
豪
傑
の
歸
降
せ
し
者

を

立

て
ゝ
侯
と
爲

す
、叉
子
弟
功
臣
を
封
じ
て
、藩
籬
を
守
ら

し
む
,是
に
於
て
.始

め
て

諸
侯
あ
り
、大
に
三
代
封
建
の
制

に
似

た

り
、唯
だ
其
の

制
、地
の
廣
狹
を
問
は
す
、食
む
所
の
米
萬

石

以
L
は
,乃
ち
侯

と
稱
…す
る
を
異
と
爲
す
の
み
、復
五
等

三
等
の
目
無
し
と
雖

へ

ど
も
、而
か
も
國
に
大
小
あ
り
、爵
に
奪
卑

あ

り
、通
じ
て
之
れ

を
侯
と
謂
ふ
,獪
、漢
に
列
侯
と
言
ふ
が

ご
と

く
然

り
、故
に
萬

石
以
上
の
君
は
、皆
當
に
侯
と
稱

す

べ

し
.世
儒
乃
ち
官
人
を

以
て
之
れ
を
見
る
、書
札
文
字
を
作
る
に

及

び

て
,牧
守
刺
史

を
以
て
之
れ
を
稱
す
、此
れ
古
を
見
て
今

を

知

ら
ざ
る
な
り
.

往
時
,僣
玄
光
.水
戸
侯
の
園
池
に
遊
び
て
詩
を

作

る
.題
に
水

戸
侯
と
稱
す
、是
れ
稱
呼
の
正
を
得
た
り

と
爲

す
、儒
者
は
乃

ち
然
ら
ざ
る
は
何
ぞ
や
、亦
善
く
學
ば
ざ
る
の
過
な
り
。
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　从

凡

贈

答

詩

書
題

引
嚇或

在
詩

前
嚇或

在
纏詩

後
叫皆

可
、

　

必

低
`
一
兩

字
一爲
,̀
定

式
「如

題

中

有
二所

贈

官

號

　

姓

字
嚇必

提
"之
、或

高
淵於

詩
唱或

與
レ詩

李

頭
、雖
昌詩

　

中
一亦

然
、非
唯

官

號

姓

字

爲
ワ然
、凡

指
所

膾
門之

　

詞

皆

提
レ之
、禮

也
、世

儒

乃

有
下徒

知
レ低
書

題

引
↓

　

而

不
レ知
F堤
所

贈

官

號

姓

字
h雖
v提

旃

低
於

己

　

詩
一者
胡亦

不
ゲ達
v禮

之

過

也
。

凡

膾

答

詩
、所

鱠

所

答

之

人

有
v官
、則

題

引

稱
γ官
、

　

無
レ官

則

稱

字̀

若

號
唱字

號

倶

無
、則

但

稱
v姓
、如
"

　

日
二某

公
・某

子
・某

先

生
・某

處

士
・某

居

士
一之

類
圸

　

居

士
・處

士
、雖
v非
'蓴

稱
嚇而

不
レ仕

者

之

逋

稱

也
、

　

故

或

稱
〆之
、學

者

須
ム閲

中̀

華

古

人

集
n取
7其

可
v

　

行
昌于

今
一者
並而

用
甲レ之
、若
夫

古

人

題

中
、有

所

贈

　

所

答

人

名
一者
、蓋

非
7當

時

對
}㌦其

入
一稱
び之

書
ウ之

　
　
　
　

斥
諜

凡
そ
購
答
の
詩
に
題
引
を
書

す

る
、或
は
詩
の
前
に
在
り
.或

は

　
詩
の
後
に
在
り
、皆
可
な
り
、必
す

一
兩

字

を

低
く
す
る
を
定

　
式
と
爲
す
、如
し
題
中
に
所
贈
の
官
號
姓
字

あ

れ
ば
,必
す
之

　
れ
を
提
す
、或
は
詩
よ
り
高
く
し
、或
は
詩
と
夲
頭

に
す
、詩
中

　
と
雖

へ
ど
も
亦
然
り
、唯
だ
官
號
姓
字
の
み
然
り
と
す
る
に
非

　
す
、凡
そ
所
鱠
を
指
す
の
詞
は
、皆
之
れ
を
提
す
、禮
な

り
、世
儒

　
乃
ち
徒
に
題
引
を
低
書
す
る
こ
と
を
知
り
、而
し
て
所
膾
の
官

　
號
姓
字
を
提
す
る
こ
と
を
知
ら
す
、提
す
と
雖

へ
ど

も
、而
か

　
も
己
が
詩
よ
り
低
く
す
る
者
あ
り
、亦
禮
に
邏
せ
ざ
る
の
遏
な

　
り
。

凡
そ
贈
答
の
詩
は
.所
贈
所
答
の

人
に
官
有

れ

ば
、則
ち
題
引
に

　
官
を
稱
す
、官
無
れ
け
ば
、則
ち
字
若
く
は
號
を
稱

す
、字
號
倶

　
に
無
け
れ
ば
、則
但
だ
姓
を
稱
す
、某
公
・菓
子
・某
先
生
・某
靆
士
・

某
居
士
と
日
ふ
の
類
の
如
し
、居
士
・處

士

は
.愈
稱
に
非
す
と

雖
も
、而
か
も
仕
へ
ざ
る
者
の
邇

稱

な

り
、故
に
或
は
之
れ
を

　
稱
す
,學
者
須
ら
く
中
華
の
古
人
の
集

を

閲

し

て
、其
の
今
に

　
行
ふ
べ
き
者
を
取
り
、而
し
て
之
れ
を
用

ふ
べ

し
、若
し
夫
れ

古
人
の
題
中
に
。所
賻
所
答
の
人
の
名
あ
る
者

は
、葢
、當
時
其

　
の
人
に
對
し
て
、之
れ
を
稱
し
之
れ
を
書
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、

　
輯

録

の

日

に
及
び
て
、之
れ
を
追
書

す
る

の

み
.世
儒
に
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
三
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日

本

詩

議
叢

書

　

也
、及
鱆輯

録

之

旦

追
昌書

之
圃耳
、世

儒

有
詞

宗

詞

　

伯

之

稱
h雖
朝

鮮

人

所
▼行
、然

於
8中

華

罕
v見
、余

　

亦

弗
昌肯

用
7之
。

和

韻

非
「古
、盛

唐

所
ゾ無

也
、嚴

儀

卿

日
、和

韻

最

害
墨

　

人

詩
↓古

人

酬

唱

不
v次
レ韻
、此

風

始

盛
昌於

元

自

　

皮

陸
嚇本

朝

諸

賢
、乃

以
v此

鬪
v工
、邃

至
呂往

復

有
昌

　

八

九

和

者
h所
v謂

本

朝

者
、謂
ノ宋

也
、和

韻

雖
〆起
昌

　

於

唐
門而

盛
二於

宋
ハ後

世

承
二襲

其

敝
次
莫
昌敢

改
7之
、

　

倭

儒

亦

然
、大

雅

君

子
、苟

欲
v學

盛̀

唐
顧者
、何

不
`

　

先

除
昌此

弊
哺然

和

韻

獪

可
、世

儒

乃

有
下與
}和

歌

　

者

流
輔酬

唱
、取
和

歌

尾

字
凶以

爲
詩

韻
一者
納夫

和

　

歌

者
、倭

語

也
、詩

者
、中

國

之

語

也
、如
v之

何

相

　

遞
、可
v謂
γ違
v理

也
、好

古

君

子

所
v宜
v戒

也
。

聯

句

自
昌唐

人
輔爲
v之
、本

有
體

裁
「實

詩

之

屬

也
、雖
一

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

哺
四

宗
詞
伯
の
稱

有
り
、朝

鮮
人
の
行

ふ
所

と
雖

へ
ど

も
、然
れ

ど
も
、中
華
に
於
て
見
る
こ
と
罕

な

り
、余
亦
肯
て
之
れ
を
用

ひ
す
。

和
韻
は
古
に
非
す
、盛
庸
の
無
き
所
な
り
、嚴
儀
卿

曰

く
、和
韻
最

　
も
人
の
詩
を
害
す
、古
人
の
酬
唱
、韻
を
次

が

す
.此
の
風
始
め
.

　
て
元
白
皮
陸
よ
の
盛
な
り
、本
朝

の
諸

賢
、乃
ち
此
れ
を
以
て

　
工
を
鬮
は
し
め
.逑
に
往
復
八
九
和
す

る
者

有
る
に
至
る
と
、

　
謂
ゆ
る
本
朝
と
は
宋
を
謂
ふ
な
り
、和
韻
は
唐
に
起
る
と
雖

へ

　
ど
も
、而
か
も
宋
に
盛

な

り
、後
世
共
の
弊
を
承
襲
し
て
、敢
て

之
れ
を
改
む
る
こ
と
莫
し
、倭
儒
も
亦

然

り
、大
雅
の
君
子
、荷

　
　
　

　
　

　
　

　
　

の

も
盛
唐
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
者
.何
ぞ
先
づ
此
の
彝
を
除
か
ざ

　
る
、然
れ
ど
も
、和
韻
は
獪
可

な

り
、世
儒
乃
ち
和
歌
者
流
と
酬

　
唱
し
、和
歌
の
尾
字
を
取

り
、以
て
詩
韻

と
爲
す
者
あ
り
、夫
れ

和
歌
は
倭
語
な
り
、詩
は
中
國
の
語

な

り
、之
れ
を
如
何
ぞ
相

通
ぜ
ん
、理
に
逹
ふ
と
謂
ふ
べ
き

な

り
、好
古
の
君
子
、宜
し
く

戒
む
べ
き
所
な
り
。

聯
句
は
唐
人
よ
り
之
れ
を
爲

せ
り
、本
と
體

裁

あ

紅
.實
は
詩
の
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今

人

傚
昌古

人
階爲
レ之
、不
レ失
コ其

體
荷

不

可

之

有
、

　

惟

倭

儒

所
v爲

聯

句

者
、別

有
昌
一
法
門大

非
舌

製
一

　

且

其

爲
レ辭
、鄙

俚

猥

瑣
、去
v詩

遠

甚
、又

有
畠
一
種

　

漢

倭

聯

句
以

晶和

歌

句
鵠問
難

詩

句
肺殊

方

異

言
、

　

聯

綴

成
γ篇

動

五

十

韻
、至
二

百

韻
「乖

戻

不

倫
、

　

命
λ

厭

悪
ハ聯

句

至
v此
、可
レ謂
嵐

雅

掃
Ψ地
、世

所

　
v謂

老

先

生

者
、乃

梦

之

不
γ釋
、悲

夫
、告

好̀

古

君

　

子
嚇勿
v傚

幸

甚
。

凡

作
誤壽

詩
門中

國

人
、直

以
7賀
某

入

幾

十
岫爲
レ題
、更

　

不
γ著
v題
、倭

儒

則

別

置
ド題
、其

法

先

詠

龜̀

鶴

松

　

竹

等

物
嚇而

因
v之

以

祀
昌其

人

壽
凶也
、壽

家

子

孫
、

　

乞
昌人

詩
一者
、必

以
v是

爲
ド請
、誤

矣
、蓋

壽
v人

者
、必

　

有
γ獻

遺

焉

若

獻

以
二畫

圖

及

諸

寶

玩
一者
、就

詠
昌

　

其

畫

圖

寶

玩
吼以

爲
レ靦
、是

中

世

巳

降

俗

禮

也
、

　
　
　
　
　
斥

非

屬
な
り
、今
人
と
雖
も
.古
人
に
傚
ひ
て
之
れ
を
爲

り
、其
の
體

を
失
は
ざ
れ
は
,何
の
不
可

か
之
れ

有

ら
ん
、惟
だ
倭
儒
の
爲

る
所
の
聯
句
な

る
者
は
、別
に

一
法
あ
り
.大
に
古
製
に
非
す
.

且
つ
其
の
辭
た
る
.鄙
俚
猥

瑣
、詩
を
去
る
こ
と
遠
き
甚
し
、叉

一
種
の
漢
倭
聯
句
あ
り
、和
歌
の
句
を
以
て
詩
句
に
問
雜
す
殊

方
異
言
、聯
綴
し
て
篇
を
成
す
、動
も
す

れ
ば
五
十
韻
よ
り
.
一

百
韻
に
至
る
、乖
戻
不
倫
、人
を
し
て
厭
悪
せ
し
む
、聯

句

此
に

至
り
で
、風
雅
地
を
掃
ふ
と
謂
ふ
べ
し
,世

の
謂

ゆ
る
老
先
生

な
る
者
、乃
ち
之
れ
を
妊
み
て
釋

か

す
、悲
し
い
か
な
.好
古
の

君
子
に
告
ぐ
、傚
ふ
こ
と
な
く
ん
ば
幸
甚
な
ら
ん
。

凡
そ
壽
詩
を
作
る
、中
國
の
人
は
、直

ち

に
某
人
の
幾
十
を
賀
す

　
る
を
以
て
題
と
爲
し
、更
に
題
を
著
け
す
、倭
M儒

は
則
ち
別
に

　
題
を
置
く
.北
ハの
法
,先
づ
龜
鶴
松
竹
等

の
物
を

詠

じ
.而
し
て

　
之
れ
に
因
り
て
以
て
其
の
人
の
壽
を
就
す
る
な
り
、壽
家
の
子

　
孫
に
し
て
人
の
詩
を
乞
ふ
者
.必
す
是
れ
を
以
て
請
ふ
こ
と
を

　
爲
す
は
誤
れ
り
、葢
し
人
を
壽
す
る

に

は
、必
す
獻
遺
あ
り
、若

　
し
獻
す
る
に
.書
圖
及
び
諸
蛍
の
寶
玩
を
以
て
す
る
者
は
、就
き

　
て
其
の
書
圖
寶
玩
を
詠
じ
以
て
祗
と
爲
す
、是
れ
中
世
已
降
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
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日

本
詩

話

叢

書

　

無
γ所
昌獻

遺
h而

假
レ物

以

爲
v題
、無
レ謂

也
、此

特

和

　

歌

者

流

所
v爲

耳

雖
和

歌

者

流
ハ在
ご昔

入
一未
昌之

　

聞
h而

輓

近

乃

有
v之
、世

儒

傚
v之
、砺

不
γ知
轟其

非
「

難
鸚

　

湖

八

景
h景

皆

與
扈瀟

湘
一同
、特

偶

然

耳
、詩

乃

釋

　

氏

所
v作
、尤

不
v足
v觀
、自
γ日疋
之

後
、人

多

傚
v之
、所

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

嫡
六

俗
禮
な
り
、獻
導

る
所
無
く
而
し
て
物
を
假
り
以
て
題
と
爲

す
は
、謂
は
れ
無
き
な
り
、此

れ

特
に
和
歌
者
流
の
爲
す
所
の

み
、和

歌
者

流
と
雖

へ
ど
も
、昔
人
に
在
り
で
は
未
だ
之
れ
を

聞
か
す
、晦
し
て
輓
近
に
乃
ち
之
れ
有
り
、世
儒
之

れ
に
傚
ひ

而
し
て
其
の
非
を
知
ら
す
、妄
と
謂
ふ
べ
し
、曩

者

に

館
林
侯

弘
毅
公
の
六
+
の
初
度
に
、竹
、歳

寒

を
約
す
る
を

以

て
題
と

爲
し
.以
て
詩
を
徴
す
、余
封

へ
て
臼
く
、壽
詩
、別

に
物
を
假
り

以
て
題
と
爲
す
は
、臣
禾
だ
之
れ
を
聞

か
ざ

る
な

り
、請
ふ
題

を
去
り
而
し
て
教

へ
に
應

ぜ

ん

と
、逾
に
七
言
律
詩

一
首
を

作
り
以
て
獻
す
、題
し
℃
曰
く
、館

林

侯

弘
毅
越
公
六
十
の
初

度
を
奉
賀
す
と
、他
日
公
に
見
ゆ
、公
曰

く
、我
が
慶
誕
の
日
、詩

三
百
餘
篇
を
得
た
り
、題
を
去
る
者
は
唯
だ
子

一
人

な

り
と

對

へ
て
曰
く
、然
り
、因
り
て
公
の
爲

に
言
ふ
、公
善
し
と
稱
す
、

併
せ
て
此
に
書
す
。

世
に
瀟
湘
八
景
の
詩
あ
り
、何

人

の

作
る
所
な
る
を
知
ら
す
、意

　
ふ
に
、宋
元
の
際
に
在
ら
ん
、其

の

詩
極

め
て
佳
處
無
し
、倭
人

之
れ
を
慕
ひ
τ
、琵
琶
湖
の
八
景
を

賦

す
亘
尽
皆
濾
湘
と
同
じ
.

特
に
偶
然
の
み
、詩
は
乃
ち
釋
氏
の
作

る
所
、尤
も
觀
る
に
足
ら

す
、是
れ
よ
り
の
後
、人
多
く
之
れ
に
傚

ふ
、所

在

輙
ち
數
景
を
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在

輙

賦
數

景
「或

博

請
昌於
遠

近
詞

人

金
賦
ゾ詩

爲
Ψ文
、好
レ名

之

士
、往

往

應
F求

爲
レ之
、景

故

不
F勝
、

詩

焉

得
v佳

縱

有
海

内

無

雙

之

勝
h己

未
雄嘗

一

寓
昌目

於

其

問

「則

焉

所
v措
v詞

哉
、是

其

所
〆稱
、徒

虚

語

耳

、何

風

致

之

足
v論

哉
、大

抵

詠

勝̀

景
一者
、

大

如
唐

人

岳

陽

洞

庭

諸

什
↓小
如
摩

詰

鯛

川

別

業

二

十

絶
h皆

其

入

身

在

…其

地
「看
…弄

其

景
嚇

久
ド之
、境

興
v心

會
、然

後

形

=乎

言
一斯

成
v詩
、是

以

如
v彼

其

妙
、今

則

不
v然
、足

未
呂嘗

履
昌其

地
「目

未
蕊

嘗

睹
尭
ハ
勝
嚇而

徒

構
虚

詞
嚇以

應
V求

塞
V責
、欲
鑑以

鉤

名̀

譽
↓噫
、亦

鄙

哉
、若

夫

言
昌其

所
7未
v見
、如
昌孫

興

公

賦
矢

台
ハ則
考
諸

地

記
h徴
諸

地

興

然
後

乃

敢

立
v言
、其

亦

異

乎̀

今

人

之

所
v爲

矣

夫
。

賦
す
、或
は
博
く
選
近
の
詞
人
に
講

ひ

て
、詩
を
賦
し
文
を
爲

ら
し
む
、名
を
好
む

の

士
、往
々
求
め
に
應
じ
て
之
れ
を
爲
る
、

景
故
と
勝
れ
す
、詩
焉
ぞ
佳
な
る
こ
と

を

得

ん
、縱
ひ
海
内
無

雙
の
勝
あ
り
と
も
.己
未
だ
嘗
τ

一
た
び
も
目
を
其
の
間
に
寓

せ
ざ
れ
ば
、則
ち
焉
ぞ
詞
を
措
く

所
あ
ら

ん

や
.是
れ
其
の
稱

す
る
所
は
、徒
に
虚
語
の
み
、何

の

風
致

か
之
れ
論
す
る
に
足

ら
ん
、大
抵
、勝
景
を
詠
す
る
者
、大
な
る
は
.居
人
の
岳
陽
・洞
庭

諸
什
の
如
く
、小
な
る
は
、摩
詰

の
輜
川
別
業
二
十
絶
の
如
き
、

皆
其
の
人
、身
其
の
地
に
在

り

て
、其
の
景
を
看
弄
し
.之
れ
を

久
く
し
て
、境
と
心
と
會
し
、然
る
後
に
言
に
形

れ

て
、斯
に
詩

を
成
す
、是
を
以
て
.彼
が
如
く
其
れ
妙
な
り
、今

は

則
ち
然
ら

す
、足
未
だ
嘗
て
其
の
地
を
　腹
ま
す
、目

未

だ

嘗
て
其
の
勝
を

睹
す
、而
し
て
徒
に
虚

詞
を
構

へ
、以
て
求
め
に
應
じ
責
め
を

塞
ぎ
、以
て
名
譽
を
鈎
せ
ん
と
欲

す
,噫

.亦
鄙
し
い
か
な
、若
し

夫
れ
其
の
未
だ
見
ざ
る
所
を
言
ふ
こ
と
、孫
興
公
の
天
台
を
賦

す
る
が
如
き
は
、則
ち
諸
れ
を
地
記

に

考

へ
、諸
れ
を
地
圖
に

徴
し
、然
る
後
乃
ち
敢
て
言

を

立

つ
.其
れ
亦
今
人
の
爲
す
所

に
異
な
る
か
な
.

繍
　

世

俗

好
v名

者
、毎
ジ
有
を
口
凶

之

事
∴
輒

求
二人

之

詩

交
一
　

世
俗
、名
を
好
む
者
、吉
凶
の
事
あ
る
毎

に

輙
ち
人
の
詩
文
を
求

斥

非

一
七
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日

本

詩

話
叢

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
　

以

襲

弔

毒

・論
知

業

・知
、龕

壽

求

焉
、

め
以
て
之
れ
を
拳

響

と
智

ざ
る
と
を
込詈

な

　
　
因
レ人

以

求
レ人
、動

至
一二

三

轉
h末

學

之

士
、往

往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、能
く
す
る
蓼

求
め
而
し
て
求
む
、人
に
因
り
て
以
て
人

灘
麟

長
、未
.足
・明
・本
經
h而
先
令
・聽
者
髴

・本
柴

灘

鰐

語

難

楢
酪

曇

難

鯉



3蠣

　

貽

學

者

害

嚇豈

不
v謬

哉
.

凡

爲
己王

公

大

人
一読
"經
、輿
γ爲
}
旧
生
一不
ゾ同
、爲
轟書

生
一

者
、務

在
γ明
章

句
嚇詳
訥

故
嚇辨
中疑

惑
畑爲
昌王

公

大

人
一者
、務

在
丁達
認大

旨
萌

　大

義

h使
売其

優
ぬ游

乎

仁

義

禮

讓

之

塗

=蓋

大

人

之

學
、興
"}書

生

"不
v同
、其

所
v宜
ゾ聞

者
、自
昌孝

弟

忠

信

仁

義

禮

讓
一之

外
、君
v

入

之

道

而

已
、章

句

訓

故

、非

其̀

所
v急

也
、故

爲
昌

大

人
一読

者
、須
薗爆
下本

経

中

詞

義

明

臼
、有
v盆

於̀

其

人
一者

一
二

條
加而

委

曲

解

、説
、或

譬

喩
、或

旁

引
聖

賢

格

言
n以

通

其̀

義
h或

援
昌古

今

事

蹟
h以

實

其

言
↓令
砕聽

者

心

悦

而
忘
甲〆倦
、斯

之

謂
り盞
口
詮
v

經
、今

儒

師

乃

以
其

所
7爲
書

生
而

施
諸

王

公

大

人
h徒

令
出人

睡

而

不
τ聽
、叉

安

能

令
墨其

進

於̀

學

哉
。

厚

非

　
堂
に
謬
ら
ざ
ら
ん
や
。

凡
そ
王
公
大
人
の
爲
に
經
を
説
く
に
は
、書
生
の
爲
に
す
る
と
同

　
じ
か
ら
す
、書
生
の
爲
に
す
る
に
は
、務

め

て
章
句
を
明
に
し
.

　
訓
故
を
詳
に
し
、疑
惑
を
辨
す
る
に
在
り
、王

公

大
人
の
爲
に

　
す
る
は
、務
め
て
大
旨
に
逹

し
.大
義
を
明
に

し
.其
れ
を
し
て
.

　
仁
義
禮
譲
の
塗
に
優
游
せ
し
む

な

に

在

り
、蓋
し
大
人
の
學

　
は
、書
生
と
同
じ
か
ら
す
、其
の
宜
し
く
聞
く
べ
き
所

の

者
は
,

　
孝
弟
忠
信
仁
義
醴
譲
よ

り

の

外
,人
に
君
た
る
の
道
の
み
、章

　
句
訓
故
は
、其
の
急
に
す
る
所
に
非
ざ

る

な

り
.故
に
大
人
の

　
爲
に
詭
く
者
は
.須
ら
く
本
經

中

の
詞
義
明
白
に
し
て
,其
の

　
人
に
盆
あ
る
者

=

一條
を
擧
け
て
委
曲
解
論
し
、或
は
雪
喩
し

　
或
は
聖
賢
の
格
言
か
旁
引
し
.以
て
其

の
義

を
逋

じ
.或
は
古

　
今
の
事
蹟
々
披
き
、以
て
其
の
言
を

實

に
し
.聽
く
者
を
し
て

　
心
に
翰
び
而
し
て
倦
む
こ
と
を
忘
れ
し
む
べ
し
,斯
れ
を
之
れ

　
善
く
經
を
説

く
と
謂

ふ
、今
の
儒
師
は
乃
ち
其
の
書
生
の
爲
に

　
す
る
所
を
以
て
、而
し
て
諸
れ
を
王
公
大
人

に
施

す
、徒
に
入

　
を
し
て
、睡
り
て
而
し
て
聽
か
ざ
ら
し
む
、又

安

ぞ
能
く
其
れ

　
を
し
て
學
に
進
ま
し
め
ん
や
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

一
九
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鵬

　　 　
　
　
　
　
日
本

詩

話
叢

霄

昔

之

所
v謂

講

者
、論

議

也
、我

日

本

亦

然
、今

之

所

　

謂

講

者
、読

也
、自
・趙

宋
哺以

還

乃

爾
、佛

家

有
講

レ

灘
暮

供

養
幽哉
、彼

自

有
温其

道
嚇有
v爲

而

然
、儒

者

豈

宜
シ傚
γ之

乎
、古

稱

紳

不
γ歌
昌非

類
h民

不
レ祭
非

族
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
0

此臼
の
謂
は
ゆ
う
講
と
は
、論
嚢

り
、我
か
呆

も
亦
然

り
・今
の

　

謂
は
ゆ
る
講
と
は
,詮
な
り
、趙
宋
よ
り
以
還
乃
ち

爾

り
・佛
家

に
講
法
あ
り
、設
法
あ
り
、自
ら
二
途

た

り
、是
れ
馨

名
寞

　

は
す
。

先
王
の
學
、碧
建
つ
る
、天
子
に
太
學

と

日

ひ
.諸
侯
に
國
學
と
日

ひ
、下
、郷
黨
州
閭
に
至
る
ま
で
、學
有
ら
ざ
る
は
無

し
春

秋
に

　
は
、先
聖
先
師
、及
び
國
に
勳
勞
有
り
、民
に
功
徳
有
り

て
、而
し

　
て
宜
し
く
祀
る
べ
き
者
を
祭

る
、後

世
、郡
縣
の
制
と
雖

へ
ど

　
も
、而
か
も
墨
を
建
て
祀
を
修
す

る

は
、仍
ほ
蕉
典
に
率

ふ
、人

家
匹

し
、先
聖
先
師
を
祭
る
こ
と
無
し
倭
儒
乃
ち
孔
子
を
私
家

に

祭

・署

あ
り

.濱

祀

と

謂

ふ

べ

し
、叉

、朱

氏

の

學

を
爲

む

る

者
、仲
晦
を
家
に
祭
る
あ
り
.謂

は

ゆ

る
其
の
鬼
に
非
す
し
で

而
し
て
之
れ
を
祭
る
、之
れ
を
淫
祀

と

謂

ふ
、不
智
の
甚
し
き

な
り
、是
れ
何
ぞ
世
俗
の
佛
教
を
奉

す

る

者
.彌
陀
觀
昔
等
の

佛
像
、及
び
其
の
道
の
鵠

の
像
を
家

に

安

し
、而
し
て
旦
暮

に
供
養
す
る
に
異
な
ら
ん
や
、彼

は

自

ら
其

の
道
あ
り
爲

に

す
る
こ
と
あ
り
て
而
し
て
然
り
、儒
者
豈
に
宜
し
く
之
れ
に
傚

ふ
べ
け
ん
や
、古
、稱
す
,神
は
非
類
に
韻
け
す
、民
は
非
族
を
祭

ら
す
と
、先
王
の
祭
法
、具
に
祀
典
に
在

り
、知
ら
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。



3峅

　

先

王

祭

法
、具

在
嵩祀

典
h不
γ可
γ不
γ知

也
。

自
昌生

民
一以

來
、有

二君

子
一焉
、有
昌小

人
一焉
、君

子

者
、所
菖

　

以

治
昌小

人
一也
、小

人

者
、所
二以

食

君̀

子
一也
、是

故
、

　

君

子

有
轟君

子

之

道

噌小

人

有

}小

人

之

道
↓君

子

　

小

人
、各

毳
昌其

道

嚇而

天

下

治
、君

子

而

行
謎小

人

　

之

道
嚇固

不

可
、若

小

人

而

行

君

子

之

道
h亦

失
四

　

其

所
呂以

爲
昌小

人

一也
、其

不
γ可
昌以

爲
Ψ國

也

均

矣
、

　

故

孔

子

日
、民

可
配使
v由
v之
、不
v可
ゲ使
"知
v之

、先

王

　

之

於
v民
、如
v斯

術

巳

矣
、故

歉
v民

者
、惟

喩

乏

孝

　

弟

忠

信

勤

儉

畏
ツ法

耳
、爲
v之

説
F經
、非
司其

所
)宜

　

也
、世

儒

乃

有

下欲
v使
呂天

下

之

人

成

知
晶君

子

之

　

道
嫡者
=構

一詭
v經

之

一堂

於

街

衢
↓而

日

読
ノ經
、令
一一行

　

路

之

人
、留

而

聽
7之
、此

徒

知
v敏
v民
、而

不
レ知
島民

　

亦

各

有

昌其

遘

一也

、先

萋

導

レ民
、豈

有
蹴夫

人

而

読
v

斥

非

生
民
よ
り
以
來
、君
子
あ
り
小
入

あ

り
、君
子
は
、小
人
を
治
む
る

所
以
な
り
、小
人
は
、君
子
を
食
ふ
所
以
な
り
、是

の
故
に
、君
子

に
君
子
の
逍
あ
り
、小
人
に
小
入

の
道

あ

り
。君
子
小
人
、各
≧

其
の
道
を
盡
し
、而
し
て
天
下
治
る
、君

子

に

し
て
而
し
て
小

人
の
道
を
行
ふ
は
、固
よ
り

不

可
.小
人
に
し
て
而
し
て
君
子

　
の
道
を
行

ふ
も
.亦
其
の
小
人
た
る
所
以
を
失

ふ
な

り
、其
の

　
以
て
國
を
爲
む
可
か
ら
ざ
る
や
均
し
.故
に
孔

子

曰

く
.民
は

　
之
れ
に
由
ら
し
む
べ
し
、之
れ
を
知

ら

し

む
べ
か
ら
す
と
.先

　
王
の
民
に
於
け
る
、斯
の
如

き

の
み
、故
に
民
を
教
ふ
る
者
は
、

　
惟
だ
之
れ
に
孝
弟
忠
信
勤
儉
に
し
て
法
を
畏

る
ゝ
こ
と
を
喩

　

す
の
み
、之
れ
が

爲

に
經

を

設

く

は
、其
の
宜
し
き
所
に
非

　

ざ
る
な
り
.世
儒
乃
ち
天
下
の
人

を

し

て
、成
な
君
子
の
道
を

　

知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
あ
り
、經

を
論

く

の
堂
を
街
衢
に
構

　

へ
.而
し
て
日
に
經
を
説
き
、行
路
の
人
を

し

て
、留
り
て
而
し

　

れ
て
之
を
聽
か
し
む
、此
れ
徒

に

民

を

欷
ふ
る
こ
と
を
知
り

　

て
、而
し
て
民
も
亦
各
聖
其
の
道
あ
る
こ
と
を
知

ら
ざ
る
な
り
、

　

　

　

　

　

　

　

ひ
ピぐ

　

先
王
の
民
を
導
く
.量
に
夫
人
一ー-し
て
而
し
て
之
れ
に
説
く
に

　

君
子
の
道
を
以
て
す
る
こ
と
あ
ら
ん
や
、況
ん
や
小
人
に
し
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一=
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日

本

詩

話

叢

書

之

以
諾君

子
伊之

道
一乎

況

小

人

而

好
二君

子

之

道
随

者
、不

=犯
v上

作
v亂
、必

失
v身

破
ゲ家
、何

則

君

子

之

迸

者
、爲
嵎人

上
輔之

道
、而

小

人

之

迸

者
、爲

昌人

}

之

道

也
、且

古

者

有
昌圭

壁

金

瘴
、命

服

命

車
、宗

廟

之

器
、皆

不
7粥
於

市
ハ以
蚕
〉
物

非
一民

所
7宜
v有

故
幽也
、先

王

之

制

也
、今

讖
紅

於

衢

路
門豊

不
下亦

粥
"厚

物

於

市
隔之

類
占乎

。

漢

儒

之

學
.皆
∵
専

門

也
、是

故
、五

經

皆

有
昌其

傳
ハ傳

云

者
、先

師

所
v傳

也
、觀
孺

林

傳

所
7載
苛

v見

矣
、

束

漢

以

降
.專

門

廢
、然

後

諸

儒

自

爲
v詮
、於
〆是

古

傳

邃

亡
、且

如
二易

之
　
　
經
∵
購

義

多

不
v詳
、及
昌

筮

法

占

法

h多

不
v可
レ考
、除

經

從

可
〆知

矣
、倭

儒

乃

有
丁授
昌易

於

人
鯆者
ハ自

稱
γ得
昌其

傳
↓問
ゲ之
、未
〆譁
露

其

所
脅

來
觀

蝨
ハ
燐
》傳
、特

擽

著

一
法
、若

納

甲

ニ
ニ

而
し
て
君
子
の
道
を
好
む
者
は
、上

を

犯

し

亂
を
作
さ
ざ
れ

ば
、必
す
身
を
失
ひ
家
を
破

る
な

り
、何
と
な
れ
ば
郎
ち
君
子

の
道
は
,人
の
上
た
る
の
遯
に
し
て
、而

し

て
小
人
の
道
は
、人

の
下
た
る
の
道
な
れ
ば
な
り
、且
つ
古
者
.圭
攀
・金
璋
・命
服
・命

車

宗
廟
の
器
、旨
市
に
粥
が

ざ
る
あ

り
、愈
物
は
民
の
宜
し
く

有
す
べ
き
所
に
非
ざ
る
が
故
を
以

て

な

り
、先
王
の
制
な
り
,

今
經
を
衢
路
に
設
く
は
、登
に
愈
物
を
市
に
粥
ぐ
の
類
に
あ
ら

す
や
。

漢
儒
の
學
は
皆
專
門
な
り
、是
の
故
に
、五
經
、
皆
其
の
傳
あ
り
,傳

　
と
い
ふ
は
、先
師
の
傳

ふ
る
・所

な

り
、儒
林
傳
に
載
す
る
所
を

觀
て
.見
る
べ
し
、東
漢
場
降
、專
門
廢

す
、然

る
後
諸
儒
自
ら
論

を
爲
す
、是
に
於
て
古

蝉
遂
に
亡
ぶ
、且

つ
易

の

一
經
の
如
き
.

　

辭
義
多
く
詳
な
ら
す
、筮
法
占
法
こ
及
び

て

は
、多
く
考
ふ
べ

か
ら
す
、餘
經
樅
ひ
て
知
る
べ
し
倭

儒

乃
ち
易
を
人
に
授
く

　
る
者
あ
り
、自
ら
其
の
傳
を
得
た
り
と

稱

す
、之
れ
を
問

へ
ば
、

　
未
だ
其
の
自
り
て
來
る
所
を
詳
に
せ
す
、其
の
傳
ふ
る
所

を
觀

れ
ば
、特
に
撲
著
の

一
法
、若
く
は
納

甲

等
の
法

の
み
、夫
の
擽

著
の
法
は
、朱
氏
の
書
、焉
を
詳
か
に
せ
り
、納
甲

は
、京
房
の
磚
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等

法

耳
、夫

撲

著

法
、朱

氏

書

詳
v焉
、納

甲

者
、京

房

,所
ド傳
,而

其

法

詳
昌於

後

世

卜

筮

之

書
嚇取
昌其

書
一而

讀
v之
、則

可
5以

知
昌其

法
一也
、今

者

鄙

儒

不
v

能
γ讀
レ書
、此

等

小

事
、亦

必

一

一
受
乏

於

師
嚇逾

祕
"之
、不

軽

以

傳
▼人
、因

亦

用
ド是

欺
昌後

生
苡

求
轟

　

重

精
嚇夫

子

所
v謂

小

人

儒
、其

若

人

之

徒

歟
。

近

時

韻

鏡

之

書
、盛

行
昌于

世
哺則

有
'反
昌切

人

名
囀之

　

事
劫其

法
、於
薯人

之

二

名

者
一以
昌上

字
鱒爲
昌切

母
叫下

　

字

爲
γ韻
、從
昌韻

鏡
一歸

成
昌
一
字
茵

覦
昌其

字

美

蟇

　

美

則

已
、惡

則

改
昌其

名
哨以

爲

所
v歸

之

美

惡
、而

　

終

身

之

吉

凶

蝸

幅

係

焉
、此

事

不
ゲ知
下起

於̀

何

　

時
嚇始
舮於

何

人
紬毋
v論

中̀

國
ハ雖
昌我

大

東
n自
v古

造
昌

　

吾
、國

初
嚇實

所
γ未
v有

也
、葢

自
昌寛

永

聞
唱以

來

也
、

　
在

今̀

旦

則

自
昌王

公
嶋以

下

至
"庶

人
「未
γ有
7不
レ反
畠

　
　
　
　

序

非

る
所
、而
し
て
其
の
法
.後
世
ト
筮
の
書
に
詳
か
な

り
.其
の
書

を
取
り
て
而
し
て
之
れ
を
讀
め
ば
、則
ち
以
て
眞
の
法
を
知
る

べ
し
、今
は
鄙
儒
書
を
讀
む
こ
と
能

は

す
、此
れ
等
の
小
事
だ

も
、亦
必
す

一
々
之
れ
夕
師
に
受

け
.邃
に
之
れ
を
祕
し
て
、輕

し
く
以
て
入
に

傳

へ
す
、因
り
て
亦
是

れ
を
用
ひ
て
後
生
を

欺
き
、以
て
重
猾
を
求

む
、夫
子
の
謂
は

ゆ
る
小
人
儒

と
は
、其

れ
若
の
き
人
の
徒
か
。

近
時
韻
鏡
の
書
、盛
に
世
に
行
は
る
、則

ち

人

名
を
反
切
す
る
の

　
事
あ
り
、其
の
法
、人
の
二
名
な
る
者
に

於

て
.上
の
字
を
以
て

　
切
母
と
爲
し
、下
の
字
を
韻

と
爲

し
、韻
鏡
に
從
ひ
て
歸
し
て

　

一
字
を
成
す
、因
り
て
其
の
字
の
美
悪

を

覗

る
、美
な
れ
ば
則

　
ち
己
む
、悪
な
れ
ば
則
ち
其
の
名
を

改

む
、以
爲

へ
ら
く
.歸
す

　
る
所
の
美
悪

に

し

て
、而
し
て
修
身
の
吉
凶
調
福
係
れ
り
と
、

　
此
の
事
、何
れ
の
時
に
起
り
、何

れ

の
人

に
始
ま
る
を
知
ら
す
、

　
中
國
を
論
す
る
な
く
、我
か
大
東
と
雖

へ
ど

も
、古
よ
り
吾
が

　
國
初
に
逹
る
ま
で
.實
に
未
だ
有
ら
ざ
る

と
こ
ろ

な

り
、蓋
し

　
寛
永
の
間
よ
り
以
來
な
り
、今
日
に
在

り

て

は
、則
ち
王
公
よ

り
以
下
庶
人
に

至

る
ま

で
、未
だ
其
の
名
を
反
切
せ
ざ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
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ロ

本

詩

話

叢

書

　

切

翼

名
一者
轟也
、己

不
レ學
昌其

事
門則

必

仰
γ人
、於
γ是

　

問
3諸

能

者
嚇精

糒

從
v之
、諸

知
二反

音
一者
、因

言
昌其

　

吉

凶
h獪
昌卜

師
一也
、故

儒

者

若

俘

屠

中
、有

哺業
v此

　

以

致
レ富

者

焉
、夫

中

國

人

多

一
名
、固

無

以

反

　

切
嚇此

方

人

必

二

名
、雖
v有
二

名

者
嚇則

千

萬

人

　

中

一
人

耳

、故

可
二以

反

切
h好
v事

者

因

制
昌之

法
嚇

　

以

欺
昌愚

俗
昌也
、此

事

若

巫

祀

陰

陽

之

徒

爲
γ之
、

　

則

固

其

所

也
、
不
γ足
レ責

也
、苟

爲
レ儒

而

讀

濫聖

人

　

之

書
↓聞
二中

夏

之

道
一者
、豈

宜
v不
γ知
昌其

非

哉

、如

　

不
ド知
詮
ハ
非

「是

至

愚

也
、知

其̀

非
紬而

爲
V之
、是

誑
ド

　

人

也
、至

愚

可
レ羞

也
、誑
r人

可
v悪

也
、有
ン
ご
於

此
嚇

　

不
v可
昌以

爲
ア儒

矣

、噫
、世

之

反
"切

人

名
一者

、亦

何

　

知
"韻

鏡

之

所
墨以

爲
二韻

」鏡
一乎
。

唐

詩

法
、五

言

第

二

字
、第

四

孚
、異

夲

仄
「七

言

第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
鳳

の
あ

ら
ざ
る
な
り
、己
其
の
事
を
學
ば

ざ

れ

ば
、則
ち
必
す
人

に
仰
ぐ
,是
に
於
て
、諸
れ
を
能
者
に
問

ひ
、稽
糒
之
れ
に
從
ふ
、

諸
≧
反
音
を
知
る
者
、因
り
て
其
の
吉
凶
を
言

ふ
、獪
ほ
ト
師
の

慨、〕
と
き
な
り
.故
に
儒
者
若
く
は
浮

屠

の
中
、此
れ
を
業
と
し

以
て
富
を
致
す
者
あ
り
、夫

れ

中
國
の
人
は
多
く
は

一
名
.固

よ
り
以
て
反
切
す
る
こ
と
な
し
、此
の
方

の
人

は
.必
す
二
名
.

一
名
の
者
あ
り
と
雖

へ
ど
も
、則
ち
千
萬
人
中
の

一
人
の
み
、

故
に
以
て
反
切
す
べ
し
、事
を
好

む
者
.因
り
て
之
れ
が
法
を

.

制
し
以
て
愚
俗
を
欺
く
な
り
.此
の
事
.若

し

巫

覗
陰
陽
の
徒

之
れ
を
爲

さ
は
、則
ち
固
よ
り
其

の
所

な
り
、責
む
る
に
足
ら

ざ
る
な
り
、苟
も
儒
と
な
り
て
而
し
て
聖
人
の
書
を
讀
み
中
夏

の
道

を

聞

ぐ

者
に
し
て
、嶺
に
宜
く
其
の
非
を
知
ら
ざ
る
べ

け
ん
や
、如
し
其
の
非
を
知
ら
ざ

れ

ば
、是

れ
至
愚
な
り
、其
の

非
を
知
り
て
而
し
て
之
れ
を
爲
さ
ば
.是

れ
人
を
誑

す

な

の
へ

至
愚
は
差
づ
べ
き
な
り
、人
を
誑
す
は
悪
む
べ
き

な

り
,此
に

一
あ
れ
ば
、以
て
儒
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、噫
、世

の

人
名

を
反
切
す
る
者
、亦
何
ぞ
韻
鏡
の
韻
鏡
た

る
所
以
を
知
ら
ん
や

唐
詩
の
法
.五
言
第
二
字
第
四
字
、李
仄
を
異

に

し
.七
言
第
二
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二
字
、第

四

字
、異
齲夲

仄
嚇第

ご

字
、第

六

字
、回
苹

仄
嶋此

不

易

之

法

也
、後

之

作
v詩

者
、莫
ド不
v逧
一一守

此

法
ハ唯

五

言

李

起

有

韻

句

第

一
字
、與
昌七

言

仄

起

有

韻

句

第

三

字
叫必

須
夲

聲
嚇五

言
、如
▼金

愈

對
昌綺

筵
嚇晴

光

轉
中緑

蘋
納七

言
、如
ア萬

古

千

秋

對
ゴ洛

城
門不
↓似
"湘

江

水

北

流
嚇金

晴

千

湘

字
、皆

卒

聲
、此

亦

唐

律

一
定

之

法
、詩

人

所
愼

守
一也
、

倭

人

不
v知
、往

往

用
菖仄

聲

字
一在

是

位

嚇五

言
、如
下

晩

霞

落
赤

域
h鳥

嚇

竹

樹
商

"七

言
、如
下萬

戸

擣

衣

欲

暮

秋
↓傾
倒

百

壺
暗夜

未
ウ央
、句

非
罘

v佳
、晩

鳥

癖

百
字

皆

仄
、是
爲
聾

病
h余

嘗

検
唐

以
後

諸

家

詩

「五

言

句

犯
二所
v云

法
一者
、未
昌之

見
一也
、若

其

第

一
字

仄

聲
、則

第

三

字

必

李

聲

者
、時

有
γ

之

矣
、如
下到

來

生
隱

心
肉主

人

孤

島

中
鍋是

也
」然

斥

諜

字
第
四
字
、李
仄
を
異
に
し
.第
二
字
第

六

字
、李
仄
を
同
じ
く

す
、此
れ
不
易
の
法
な
り
、後
の
詩
を
作

る
者
、此
の
法
を
遒
寄

せ
ざ
る
こ
と
莫
し
、唯
だ

五
言
李
起
有
韻
の
句
の
第

　
字
と
.

七
言
仄
起
有
韻
の
句
の
第
三
字
と
は
,必
す
須
ら
く
夲
聲
な
る

べ
し
五
言
は
[金
尊
綺
筵
に
對
す
鴇
晴
光
線
蘋
に
轉
す
」の
如
き
.

七
言
は
「萬
古
千
秋
洛

城
に
對

す
璃
湘
江
水
の
北
流
す
る
に
似

す
あ

如
き
、金
睛
千
湘
の
字
皆
李
聲
、此
れ
亦
唐
律

一
定
の
法
、

詩
人
の
愼
み
守
る
所
な
り
、倭
人

知

ら

す
、往
々
仄
聲
の
字
を

用
ゐ
て
是
の
位
に
在
り
、五
言
は
「晩
霞
赤
城
に
落
つ
#
鳥
は
啼

く
竹
樹
の
聞
あ

如
き
.七
言

は
「萬
戸
の
擣
衣
暮
秋
な
ら
ん
と

欲
す
」「百
蘯
を
傾
倒
し
て
夜
未
だ
央
な
ら
す
」の
如

き
。句
は
佳

な
ら
ざ
る
に
非
ざ
れ
ど
も
、晩
鳥
擣
百
の
字
皆
仄

な

れ
ば
、是

れ
聲
病
た
り
、余
嘗
て
唐
以
後
の
諸
家
の
詩
を
瞼

す

る
に
、五

言
の
句

は
、云
ふ
所
の
法
を
犯
す
者
.禾
だ

之
れ
を
見
ざ
る
な

り
、若
し
其
の
第

一
字
仄
聲
な
れ
ば
、則
第

三

字

必
す
李
聲
な

る
者
は
、時
に
之
れ
あ
り
.「到
來
隱
心
を

生
す
」「主
人
孤
島
の

中
』の
如
き
、是
れ
な
り
、然
れ
ど
も
.亦
數
十
百
首
の
中
.僅
に

一

二
句
有
る
の
み
、明
人
王
元
美
の
李
于
鮮

を
哭
す
る

排

律
、
一

百
二
十
韻
、凡
そ
二
百
四
十
句
、内
に

夲

起

有
韻
の
句
六
十
に

し
て
.而
し
て

一
句
も
云
ふ
所
の
法
を
犯

す
者

無

し
、亦
以
て

二
五



1」

0
砂

鵬

～
　
　
　
　
日

本
詩

話
叢

書

亦

數

十

百

首

中
、僅

有
ニ

ニ

句
凶耳
、明

人

王

元

美

哭
季

于

鱗

排

律
、
一
百

二

十

韻
、凡

二

百

四

十

句
、内

平

起

有

韻

句

六

十
、而

無
二

句

犯
二所
v

云

法
著

劫亦

可
8以

證
昌余

輩

也
、七

言

句

犯
二所
v云

法
幡者
、在
昌唐

人
嚇則

自
昌崔

惠

童

一
月

主

人

笑

幾

囘
"之

外
、未
二之

有
7覩

也
、在
昌明

人
嚇則

如

李̀

槍

溟

黄

鳥

一
聲

酒

一
杯

是

已
、此

亦

數

百

千

首

中
、

僅

一
二

句

耳
、他

若

第

三

宇

仄

聲
、則

第

五

字

必

卒

聲

者
、亦

時

有
v之

矣
、如
下笑

問

客

從
荷

處
嶋

來
、明

日

忽

爲
昌千

里

人
h昨

日

少

年

今

白

頭
胡亦

百

中

一
一
一
耳
、如
7張

九

齡

欣

君

震
遠

戎
隔句
、當
v

下
脚随喜

字
一而

下
昌欣
字
h韓

傭

玉
輦

將

迎

入
昌漢

宮
一句
、

當
・云
・迭

迎
一而

云
申將

迎
晶爲

喜̀

迭

二

字

仄

聲
嚇故

皆

以
二李

聲

字
一換
レ之

也
、此

亦

可
肉以

見
翔詩

人

愼
齲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

.

余
が
説
を
證
す
べ
き
な
り
.七
言

の

句
に
し
て
.云
ふ
所
の
法

　

を
犯
す
者
は
、唐
人
に
在
り
て
は
馬則
ち
橿
惠
童

の
「
一
月
主
人

　
笑
ふ
幾
囘
ぞ
」よ
り
外
、未
だ
之

れ
を
覩

る
こ
と
あ
ら
ざ
る
な

　
り
、明
人
に

在
り
て
は
、則
ち
李
愴
溟
の
「黄
鳥

一
聲
酒

一
杯
あ

　
如
き
、是
れ
の
み
、此
れ
亦
數
百
千
首
中
の
、僅
に

一
二
句
の
み
・

　
他
若
し
第
三
字
仄
聲
な
れ
ば
、則
ち
第

五
字
必
す
李
聲
な
る
者

　
は
、亦
時
に
之
れ
有
り
【笑

つ
て
問
ふ
客

は

何
の
處

從
り
來
る

　
か
と
」「明
日
忽
ち
千
里
の
人
と
爲
る
」「昨
日
は
少
年
今
は
白
頭

　
の
如
き
,亦
百
中
の

一
二
の
み
、張
九
齡

の
「欣
ぶ
君
が
遠
戎
を

震
ふ
こ
と
を
」の
句
は
、當
に
喜
の
字

を

下
す
べ
き
に
、而
か
も

欣
の
字
を
下
し
、韓
挧
の

「玉
輦
・將
迎
し
て
漢
宮
に
入
る
」の
句

は
、當
に
途

迎
と
云
ふ
べ
き
に
、而
か
も
將
迎
と
云
ふ
が
如
き
.

喜
途
の
二
字
仄
聲
な
る
が
爲
め
の
故
に
、皆
李
聲
の
字
を
以
て

之
れ
に
換
ふ
る
な
り
、此
れ
亦
以
τ
詩
人

の
聲
病
を
愼
む
を
見

る
べ
き
な
り
、此
の
方
の
詩
人
、多
く
此

の

法
を
知
ら
す
、大
儒

先
生
す
ら
徇
之
れ
を
犯
す
、況
ん
や
初
學
を
や
。
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病
噂也
、此

方

詩

人
、多

不
v知
託

法
h大

儒

先

生

街

　

犯
v之
、況

初

學

乎
。

句

末

連
嚇下

三

仄

聾

三

不

聲

字
嚇倭

人

嚴

禁
v之
、唐

　

詩

似
v不
必

然
嚇無

韻

句

末

連
嚇卞

三

仄

聾

字
嚇者
、

　

往

往

有
瞭之
、五

言

對

聯

句
、如
下雲

霞

出
レ海

曙
、征

　

蓬

出
二漢

塞

晴

開

萬

井

樹
、星

臨
萬

戸
哺動
、親

朋

　

誰

一
哭
潮

平

兩

岸

闊
、秋

聲

萬

戸

竹
、還
レ家

萬

　

里

夢
、山

光

悦
昌鳥

性
「城

池

百

戰

後
、朋

光

共

待
γ

　
漏
、獪

悲
謹墮

涙

碣
嚇胡

兵

戰

欲
V鑑
、還

從
臘・避
V馬

路
噌

　
河

津

會
昌日

月
ハ盤

華

大

國

寶
、聞
ひ風

六

郡
い勇
、淨

　
舟

出

郡̀

郭
↓窮

愁

但

有
v骨
、清

吟

可
γ愈
レ疾
、殘

虹

　
挂
甲陜

北
畑其

起

結

句
、如
下東

皐
い薄

暮

望
、羅

衣

一

　
此

鑒
、須

令

外

國

使
、當
v令
昌外

國

懼
↓誰

憐

不
v得
v

　
意
、別

離

已

昨

日
、楚

山

不
v可
v極
、天

花

落

不
y盡
、

斥

非

句
末
に
三
仄
聲
三
軍
聲
の
字
を
連
下
す

る
は
、倭
人
嚴
に
之
れ
を

　
禁
す
、唐
詩
は
必
す
し
も
然
ら
ざ
る
に

似

た

り
、無
韻
の
句
末

　
に
.三
仄
聲
の
字
を
連
下
す
る
者
は
、往
々
之
れ

有

り
、五
言
對

聯
の
句
に
「雲
霞
海
を
出
で
ゝ
曙
く
}
征
蓬
漢
塞
を
出
づ
地晴
れ

　
開
く
萬
井
の
樹
塙
星
は
萬
戸
に
臨
ん
で
動
く
」「親
朋

一
哭
を
盡

す
」「潮
夲
に
し
て
兩
岸
閣
し
」「秋
聲
萬
戸
の
竹
」「家
に
還
る
萬

　
里
の
夢
」「山
光
鳥
性
を
悦
ば
し
む
、」「城
池
百
戰
の
後
#
明
光
共

に
漏
を
待
2
「獪
ほ
墮
涙
の
碣
を
悲
む
」「胡
兵
戰
う
て
盡
き
ん

と
欲
す
」「還

つ
て
馬
を
避
く
る
の
路

に
從
ふ
一
「河
津
日
月
を
會

す
』「聲
華
大
國
の
竇
」「風
を
聞
い
て
六
郡
勇

む
」
「淨
舟
郡
郭
を

出
づ
」「窮
愁
但
だ
骨
有
り
」「清
吟
疾

を
愈
す
可
し
」「殘
虹
陜
北

に
挂
る
あ

如
き
、其
の
起
結
の
句
に
、
「東
皐
薄
暮
に
望

む
」.羅

衣

一
た
び
此
に
鑒
る
h須
ら
く
外
國

に
使
せ
し
む
べ
し
鴇
常
に

外
國
を
し
て
懼
れ
し
む
べ
し
」「誰
か
憐
む
意
を
得
ざ
る
を
」「別

離
已
に
昨
日
」「楚
山
極
む
可
か

ら

す
」「天
花
落
ち
て
盡
き
す
」

「城
南
虜
己
に

合

す
」「清
晨
古
寺
に
入
る
」
「離
亭
望
む
可
か
ら

す
地
還
つ
て
應
に
漫
の
恥
を
雪
ぐ
べ
し
」「誰
か
知
ら
ん
禹
里
の

ご
七
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W

日

本

詩

話

叢

書

城

南

虜

巳

合
、清

晨

入
昌古

寺
↓離

亭

不
v可
v望
、還

應
v雪
昌漢

恥
「誰

知

萬

里

客
、漢

皇

末
v息
v戰
、明

時

獨

匪
ピ報
、從

來

謝

太

傅
、亭

高

出
甲鳥

外
n七

言

對

句
、如
下草

色

崟

經

細

雨
一濕
、秦

女

峰

頭

雪

未
◎蠱
、

結

句
、如
下誰

爲

含
v愁

獨

不

見
、朝

罷

須
v裁
"五

琶

詔
ハ聞

道

神

仙

不
v可
レ接
、
一
去
謡姑

蘇
一不
轟復

返
門復

恐

匆

勿

説

不
曲襤
、此

皆

在
"唐

詩
一所
v稱
昌絶

佳
一者

也
、他

詩

獪

多
乳
旬

末

連
昌下

三

仄

聲

字
一者
卸不
v暇
`

放

畢
{
至
下於

有

韻

句

末

連
叩扁下

こ
ご
牛

聲

字
一者
劫期

唐

詩

中

固

不
る

見
嚇五

言
、如
三豁

逹

胡

天

開
、邊

月

思
課胡

笳
ハ七

言
、如
晶花

枝

欲
v動

春

風

寒
、遠

公

遯
レ跡

廬

山

岑
、新

林

二

月

孤

舟

還
、斷

腸

獪

繋

琵

琶

絃
州可
昌指

數
一耳
、葢

是
甲唐

人

亦

出
於

不
v得
v

巳
、非
諺謂
v無
v妨

、肆

然

爲
Ψ之

也
、若

地

名

人

名

之

二
八

客
髦
漢
皇
未
だ
戰
を
息
め
す
鴇
明
時
獨
報
ゆ
る
に
匪
す
」「從
來

謝
太
傅
」「亭
高
う
し
て
鳥
外
に
出
づ
」の
如
き
、七
言
對
句
に
「草

色
全
く
細
雨
を
經
て
濕
ふ
」「秦
女
峰
頭
雪
未
だ
盡
き

す
」
の
如

き
、結
句
に
「誰
か
爲
に
愁
を
含
む
獨
不
見
」
「朝
罷
ん
で
須
ら
く

五
色
の
詔
を
裁
す
べ
し
」「聞
道
く
神
仙
接
す
可
か
ら
す
と
」コ

た
び
姑
蘇
に
去

つ
で
復
返

ら

す
自
復
恐
る
匆
々
と
し
て
説
き

盡
さ
ざ
ら
ん
こ
と
を
」
の

如

き
、此
れ
皆
唐
詩
に
在
り
て
絶
佳

と
稱
す
る
所
の
者
な
り
、他
の

詩

に

も
、猶
句
末
に
三
仄
聲
の

字
を
連
下
す
る
者
多
し
、枚

擧

す

る
に
暇
あ
ら
す
、有
韻
の
句

末
に
三
李
聲
の
字
を
連
下
す
る
者
に
至
り
て
は
.則
ち
麿
詩
の

中
、圈
よ
り
多
く
見
す
.五
言
に
「豁
達

と
し
て
胡

天

開

く
」「邊

月
胡
笳

を

思

ふ
」の

如

き
、七
言
に
「花

枝
動
か
ん
と
欲
し
て

春
風
寒
し
」「遠

公

跡

を
遯
ろ
廬
山
の
岑
」
「新
林
二
月
孤
舟
還

る
地
斷
腸
獪
繋
ぐ
琵
琶
の
絃
」の
如
き
.指
數
す
べ
き
の
み
、蓋
し

是
れ
唐
人
も
亦
已
む
を
得
ざ
る
に
出
づ
、妨

け
無

し

と
謂
ひ

て
、肄
然
と
し
て
之
れ
を
爲
す
に
非
ざ

る

な

り
、若
し
地
名
人

名
の
等
、連
屬

一
定
し
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ

る
者

は
、因
り
て
之

れ
を
用
ふ
る
も
,何
の
不
可
な
る
こ
と
か
之
れ

有

ら

ん
.管
見

の
徒
,必
す
聲
律
に
拘
り
.換

ふ

る
に
他
字
を
以
て
す
る
は
、則

ち
陋
た
る
こ
と
甚

し
.或
は
曰
く
、琵

の
字
、詩
中
に
在
り
て
,讀
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等
、連

矚

一
定

不
v可
v易

者

因

用
v之
、何

不

可

之

　

有
、管

見

之

徒
、必

拘
=盤
・律
嚇換

以

他̀

宇
嚇則

爲
v陋

　

甚

矣
或

日
、琵

字

在
詩

虫

有
▼讀

爲
昌入

聲

者
轟也
。

拗

體

非

唐

詩

之

正

也
、唯

五

言

絶

句
、不
v蝶
拗

體
嚇

　

以
V貴
瓢
尚
古
嚇故

不
レ必
"聲

律

諧

和
一也
、五

七

言

律
、

　

及

七

言

絶

句
.尤

要
二聲

調
h唐

人

間

作
の拗

體
一者
、

　

亦

遇
佳

境
嚇時

爲
ジ
之

耳
、是

故
、拗

體

必

得
絶

唱
一

　

而

後

星
集

覽
h若

夫

失

猫

者
、特

謂
呂前

後

句

不
昌

　

交

加

黏

著

而

巳
、
一
句

之

内
、卆

仄

自

調
、不
如

昌

　

拗

體

杢

不
訥

聲̀

律
嚇故

唐

入

亦

不
嶺

病
ワ之
、嘗

　

取
唐

人

律

絶

數

百

貢

點
甲檢

之
門其

在
矢

暦

以

　

前
嚇諸

名

家

之

作
、號

稱
羅

唱
一者
、頗

多

失̀

黏
↓略

　

擧
藪

篇
嚇五

言

律
、陳

子

昂

晩

次

樂̀

郷

懸

三

四

　

句
、逾
一一別

崔

著

作
一三

四

句
、王

維

使

至
昌塞

よ

三

　
　
　
　

斥
非

み
て
入
聲
と
爲
す
者
あ
り
と

拗
體
は
、唐
詩
の
正
に
非
ざ
る
な
.り
、唯
だ
五
言
繦
句
は
、拗
體
を

　
嫌
は
す
、高
古
を
貴
ぶ
を
以
て
の
故
に
、聲

律

諧

和
を
必
と
せ

　
ざ
る
な
り
、五
七
言
律
、及
び
七
言
維
句

は
、尤
も
聾
調
を
要
す
、

　
唐
人
盟
聖
拗
體
を
作
る
者
も
、亦

佳

境
に
遇
ひ
て
時
に
之
れ
を

　
爲
る
の
み
、是
の
故
に
、拗
髏
は
、必
す

絶
唱
を
得
て
而
し
て
後

　
に
嬢
覽
す
る
に
足
る
、若

し

夫

れ

失

黏

と

は
、特
に
前
後
の

　
句
、交
加
黏
著
せ
ざ
る
を
謂
ふ
の
み
、
一
句

の
内
、軍
仄
自
ら
調

　
ふ
,拗
體
の
全
く
聲
律
を
調

へ
ざ
る
が
如
く

な

ら
す
、故
に
庸

　
人
も
亦
甚
だ
し
く
之
れ
を
病
と
せ
す
、嘗
て
唐
人
の
律
絶
數
百

　
首
を
取
り
て
之
れ
を
點
臉
す
る
に
,其

の

大
暦
以
前
に
在
り
、

　
て
,諸
名
家
の
作
、號
し
て
繦
唱
と
稱
す

る
者
.頗
る
失
黏
多
し
、

　
略
童
數
篇
を
舉
ぐ
、五

言

律
に
陳
手

昂
の
晩
に
樂
郷
縣
に
次
す

　
る
の
三
四
の
句
、崔

著

作

に
途
別
す
る
三
四
の
句
、王
維
の
使

　
し
て
塞
上
に
至
る
三
四
の
句
、排
律

に
,宋
之
問
の

未
央
宮
の

　
應
制
の
七
八
句
.張
九
齢
の
許
給
事
の
直
爽
に
和
す
る
五
六
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
九



⊥
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日

本

詩

話

叢

書

四

句
、僻
涸
駒
、鮮

排

律
、宋
之

問
未

央

宮

應

制

七
八

句
、軸
杁
殉
、惜
、誰
航
{
張

九

齡

和
昌許

給

事

直

壅

五

六

句
、ま

駒
、醋
、難

七

言
律
、況
栓

期

龍

池
篇

七

八

句
、謙

齣
、鐺
、難

李

自

鳳

皇

臺

中

四

句
、賈

至

早

朝

七

八

句
、王

維

和
一一早

朝
一七

八
句
、和
濫

泉

寓

目
主

六
句
、慨
禁

鐸

酌
酒

興
襲

逍
後

六

句
艤
亀款
酌

糖

狼

當
.
嵩

丘

蘭

若

七

八

句
、高

適

別
二韋

司

士
一五

六

句
、憾

獄
ゴ

簿

岑

參

西

掖

省

郎

事

五

六

句
、
瓶

款
笋

塵
.七
九

日

餞
一一衞

中

丞
一三

四

句
、鯱

州

束

亭

五

六

句
、杜

甫

宣

政

殿

退

朝

五

六

句
、錢

起

鱠
昌裴

舎

人
一三

四

句
、偐
二咽
蟷
畔
韋

應

物

舟

行

入
昌黄

郵

三

四

句
、

僻
迦

譎
畔
七

言

絶
、王

勃

九

日
、栓

期

部

山
、劉

廷

碕

銅

雀

臺
、太

自

上

皇

西

巡
、誰

道

君

王
劒

閣

三
〇

句
七
言
律
に
、況
健
期

の
龍
池
篇

の
七
八
の
句
、李
白
の
鳳
皇

臺
の
中
の
四
句
、賈
至
の
早
朝
の
七
八
句
、王

維

の

早
朝
に
和

す
る
の
七
八
の
句
、温
泉
寓
目

に
和
す

る
の

五
六

の
句
、酒
を

酌
み
て
裴
迪
に

與
ふ

る
の
後

の
六
句
.嵩
丘

の
蘭
若
の
七
八

の
句
高
適
の
韋
司
士
に
別
る
ゝ
の
五
六
の
句
、岑
參
の
西
掖
省

の
邸
事
の
五
六
の
旬
.九
日
.衞

中

丞
に

餞
す
る
の
三
四
の
句
、

鯱
州
の
東
亭
の
五

六

の
句
、杜
甫
の
宣
政
殿
の
退
朝
の
五
六

の
句
、錢
起
の
裴
舍
人
に
膾

る
の
三
四

の
句
、韋
應
物
の
舟
行

黄
河
に
入
る
の
三
四
の
旬
、七
言

繩
は
、王
勃
の
九

日
、健
期
の

耶
山
,劉
廷
埼
の

銅
雀
臺
、太
白
の
上
皇

西
巡

の
、誰
か
道
ふ
君

王
、劒
閣
重
關
の

二
首
、摩
詰
の
少
年
行
、況
子
福
を
迭
る
、賈
至

の
西
亭

の
春
窒
、洞
庭
湖
、岳
陽
樓
、岑
參
の
封
大
夫
の
凱
歌
、磧

中
の
作
、子
美
の
軍
城
の
早
秋
、達
夫
の
九
曲

の
詞
.寨
上
笛
を

吹
く
を
聞
く
.蔡
希
寂
の
洛
陽
の
客
舍
に
し
て
、自

餘

は
、必
す

し
も
指
摘
せ
す
凡
そ
此
れ
皆
失
黏
に
し
て
、而
し
て
佳
作
た
る

を
失
は
ざ
る
者
な
り
.後
人
架
り
て
而
し
て
選

に

入

れ
、而
し

て
看
る
者
も
、亦
其
の
失
黏

た

る
を
覺
え
す
、極
め
て
佳
な
る

が
故
な
り
、是
に
知
る
.古
人
詩
を
作
る
、必

す

佳
境
に
遇
ひ
て

而
し
て
佳
句
を
得
韻
既
に
協
ひ
、句
内
軍
仄
夊
調

は

ゞ
、則
ち

法
の
如
く
結
撰
し
て
以
て
篇
を
成
し
而
し
て
止
む
、再
び
點
檢



3W

重

關

一
↓
首
、摩

詰

少

年

行
、途
昌況

子

輻
↓賈

至

西

亭

春

望
、洞

庭

湖
、岳

陽

樓
、岑

參

封

大

夫

凱

歌
、

磧

中

作
、子

美

軍

城

早

秋
、達

夫

九

曲

詞
、塞

上

聞
v吹
γ笛
、蔡

希

寂

洛

陽

客

含
、自

餘

不
昌必

指

摘
嚇

凡

此

皆

失

黏

而

不
v失
ソ爲
同齢佳

作
一者

也
、後

人

采

而

入
ゾ選
、而
.看

者

亦

不
レ覺
呂其

爲
嵩失

鮎
噌極

佳

故

也
、是

知

古

人

作
v詩
、必

遇
隹

境
一而

得
隹

句
嚇韻

既

協
、句

内

李

仄

叉

調
、則

如
v法

結

撰

以

成
レ篇

而

止
、及
菖再

澱

檢
↓雖
v見
"失

黏
噛不
昌復

改

作
り葢

佳

境

難
昌再

遇
h奇

語

難
工多

出
嚇改
ゲ之

則

不
v能
二復

佳
一

也
、先

儒

謂

摩

詰

詩
、多
下失
貫點

檢
噛者
胡余

謂

不
昌獨

摩

詰

爲
ザ然
、古

人

皆

然
、彼

豈

不
一點

塗

哉
、其

實

爲

隹

致

不
7二

也
、今

人

固

守
昌聾

律
一者
、雖
v無
v失
昌

於

法
「而

詩

亦

不
v能
v佳
、泥

也
、故

法

不
γ可
v不
γ守
、

　

　

　
斥
非

す
る
に
及
び
て
、失
黏
を
見
る
と
雖

へ
ど

も
.復
た
改
作
せ
す
.

葢
し
佳
境
再
び
遇
ひ
難
く
、奇
語
多
く
出

し

難

し
.之
れ
を
改

む
れ
ば
.則
ち
復
佳
な
る
こ
と
能
は
ざ

れ
ば

な

り
.先
儒
謂
ふ
、

摩
詰
の
詩
は
、點
儉
を
失
ふ
者
多
し
と
、余

謂

ふ
、獨
摩
詰
の
み

然
り
と
爲
さ
す
」古
人
皆
然
り
、彼
豈

に
點
儉
せ
ざ
ら

ん

や
、其

の
實
は
.佳
數
二
な
ら
ざ
る
が
爲
め

な

り
、今
人
固
く
轡
律
を

守
る
者
、法
に

失

ふ
こ
と
無

し
と
雖

へ
ど
も
、而
か
も
詩
も
亦

佳
な
る
能
は
す
.泥
す
れ
ば
な
り
、故

に
法

は
守
ら
ざ
る
べ
か

ら
す
し
て
、而
し
て
變
に
通
す
る
を
貴
ぶ
、是
の
故

に
。詩
荷
も

古
人
に
及
ば
ゝ
、拗
體
と
雖

へ
ど

も
、倫
爲

る
べ
し
、況
ん
や
、失

黏
を
や
、若
し
樸
蠍
不
材
に
し
て
.初

め

よ
り
法
度
を
愼
ま
す
、

故
に
禁
戒
を
犯
し
、而
し
て
吾
は
古
人
を
學
ぶ

と

日

は
璽
、則

ち
詩
家
の
罪
人
の
み
。

噛三
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日

本

詩

話

叢

書

　

而

貴

v逋
ゲ變

、是

故
、詩

苟

及
"古

人
h雖

拗

體

『徇

可
レ

　

爲

、況

失

黐

乎

、若

樸

楸

不

材
、初

不
v愼

法

度
嚇故

　

犯

"禁

戒

爺

日
罵吾

學
舌

人
嚇則

詩

家

之

罪

人

也

　

巳
。編

者

按
、
此

條

拗

體

句

數

多
v誤
、今

特

注
v之

樊

囀

日
、大

行

不
v顧

細

謹
納言
下行

矢

事

者
、當
レ思
昌其

　

終
嚇不
ウ可
下拘
二小

節
一以

敗
申大

事
よ也
、此

樊

子

一有

v爲

　

言
レ之
、達
二
一
時

機

務
一者

也
、故

古

今

傳

以

爲
属名

　

言
置
昆
非

也

哉
、若

君

子

之

常

道

則

不
ソ然
、書

日
、

　

不
レ矜
一細

行
↓終

累
満大

徳
↓此

所

v謂

先

王

之

法

二、爵

　

也
、凡

自

行

與
ン待
V人
、其

道

不
レ同
、待
レ人

徇
V寛
、自

　

行

爾
〆恭
、寛

者
、有
v容

之

謂

也
、恭

者
、不
一怠

慢
一也
、

　

皐

陶

日
、御
ソ衆

以
v寛
、孔

子

日
、寛

則

程

v衆
、是

待
v

　

人

之

大

道

也
、然

謂

乏

衆

崩則

不
レ別
"君

子

小

人
一

　

之

稱

也
、如

特

待

君

子
触豈

徒

以
レ寛

而

已

哉
、蓋

三
ご

樊
膾
曰
く
.大
行
は
細
謹
を
顧
み
す
と
、大
事
を
行
ふ
者

は
、當
に

　
其
の
終
り
を
思
ふ
べ
し
、小
節
に
拘
り

て
以
て
大
事
を
敗
る
べ

　
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
.此
れ
樊
子
爲

に
す
る
こ
と
あ
り
て
之

　
れ
を
言
ふ
、
一
時
の
…機
務
に
達
す
る

者

な

り
、故
に
古
今
傳

へ

　
て
以
て
名
言
と
爲
す
、豈
に
非
な

ら

ん

や
,君
子
の
常
道
の
若

　
き
は
、則
ち
然
ら
す
、書
に
曰
く
。細
行

を
矜
ま
ざ
れ
ば
、終
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

　
徳
を
累
す
と
,此
れ
謂
は
ゆ
る
先
王
の
法

言

な

り
、凡
そ
自
ら

行
ふ
と
人
を
待
つ
と
は
、其
の
道
同
じ

か

ら

す
、人
を
待

つ
に

　
は
、寛
を
筒
び
,自
ら
行
ふ
に
は
、恭
を
徇
ぶ
、寛
と
は
、容
る
ゝ
こ

　
と
あ
る
の
謂
ひ
な
り
、恭
と
は
、怠
慢
せ
ざ
る
な

り
、皐
陶
日
く
、

　
衆
を
御

す
る
に
寛

を
以

て
す
、孔
子

曰

く
、寛

な
れ
ば

則
ち

　
衆
を
得
と
、是
れ
人
を
待
つ
の
大
道
な
り
、然
れ

ど

も
.之
れ
を

衆
と
謂
ふ
は
、則
ち
君
子
と
小
人
と

を

別

た
ざ
る
の
稱
な
り
、

　
如
し
特
に
君
子
を
待
つ
に
は
、豈
に
徒
に
寛
を
以
て
す
る
の
み



一一～へ 亦

有
其

遘
一焉
、己

苟

爲
熟

子

之

徒
↓而

自

行

無

禮
、可

乎
、今

之

少

年

輩
、鑾

日
生

而

小

有
・オ

者
、
【

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

纖
難
爨

謂
v不
昂善

學

[古

人
嚇

な

ら

ん

や
、葢
、亦

其

の

道
あ

り
、己

,苟

も

羣

の

徒

と

爲

り
,

而
し
て
自
ら
行
ふ
こ
と
無
禮

な

る

は
,可
な
ら
・駕

.今
の
少

年
輩

書

生
と
爲
り
て
而
し
て
少
し
く
才
あ

る

者

は
、卒
ね
才

螽

み
て
放
蕩
、禮
義
を
以
て
小
節

と

爲

し
、任
誕
を
蟇

と

爲

し
、人

に
與

し
て
不
恭
、廊
し
て

其
の
睿

れ
ら
れ
ざ
る
を

怨
む
は
、是
れ
則
ち
人
を
待
つ
の
道

を

以
て
自
ら
待
つ
誇

,

豈
に
戻
ら
ざ
ら
ん
や
、古
人
、蓋
世
の
才
竃

ふ
者
に

し

て
、禮

法
を
謹

ま
ざ
れ
ば
、爾
罪
を
名
欷

に

獲
、況
ん
や
今
の
士
を
や
、

此
れ
を
善
く
古
人
を
學
ば
す
と
謂

ふ
。

畑

斥

非

三
ヨ



日

本

詩

話

叢

書

三
四

斥

非

終


